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有
料
広
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地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

市川　瑠唯（優斗・明日花）中小坂
るい

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭
日
も

納
税
が
で
き
ま
す
。日
直
者
が
対
応
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い
よ
う

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お
忘
れ
に
ご

注
意
を
、口
座
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

5
月
25
日（
土
）・5
月
26
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

１０
日（
金
）・20
日（
月
）・２8
日（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ
り
、

順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長（
○
○

課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
月
）・２０
日（
木
）・２７
日（
木
）の
予

定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手
・
は
が
き
・
群

馬
県
証
紙・収
入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い

ま
す
。取
扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
５
月
31
日（
金
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は

5
月
31
日（
金
）で
す
。

切
手・は
が
き・群
馬
県
証
紙・収
入

印
紙
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（俊　明）
（岩瀨米子）
（恵　造）
（　顕　）
（　浩　）
（悦　雄）
（新　一）
（　修　）
（つる子）
（　修　）
（力丸秀明）
（信　雄）
（　敦　）

上青倉
小　川
市ノ萱
旭　町
東　町
南野牧
土谷沢
矢　川
吉　崎
上青倉
中　央
上青倉
川　井

神戸　秀子
小金澤花子
安藤　春二
武藤千寿子
下山　利夫
園部　德重
強矢文　郎
小林　金藏
下山　一美
神戸マス子
星名　シゲ
井森　經作
仁井　敬

3月届出分〈敬称略・順不同〉

人口
　男
　女
世帯

（　27）
（　13）
（　14）
（　 6）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,260人
3,074人
3,186人
3,139世帯

転入  12人/  出生 2人
転出  25人/  死亡 16人

（4月1日現在）

（3月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２4年２０２4年 No817

月月

下仁田町下仁田町

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

大井田薬局 デイサービスセンター福寿くらぶ
☎82-3227 ☎82-2358

デイサービスセンター 福寿くらぶデイサービスセンター 福寿くらぶ

もうすぐ創業１００年　医療と介護で地域の皆様の健康と元気を応援します。

見学、体験いつでも
受付いたします。

全国どこの医療機関の
処方箋も受付できます。有

料
広
告

下仁田町商業協同組合

馬山生活センター完成
～新たな地域拠点で地域コミュニティを強化～

馬山生活センター完成
～新たな地域拠点で地域コミュニティを強化～

下仁田本店　

大井田薬局 下仁田本店大井田薬局 下仁田本店



下仁田町役場　☎0274－82－2111（代表）

令和6年度一般会計予算

歳出

歳入 1世帯当たりが
納める町税 約12万円

1人当たりが
納める町税

人　口　　　6,260人
世　帯　　　3,139世帯

令和5年度末起債残高見込
45億3,789万円

町民1人当たり
約72万円

令和5年度末財政調整基金残高見込
22億5,825万円

町民1人当たり
約36万円

※令和6年4月1日現在

約25万円

　令和６年度下仁田町の一般会計予算は５１億４，６００万円で、前年度比較３億３，８００万円の増額（７．０％）となりました。
　今年度も「第５次総合計画」や「下仁田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展に繋がる施策や事
業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組んでまいります。

3 2

令和6年度特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和6年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

981,230
173,311
1,394,592

0
248,893
246,925
86,017
153,414

令和5年度
当初予算額

988,872
160,994
1,391,546
99,070
259,816
258,606
82,306
158,285

△ 7,642
12,317
3,046

△ 99,070
△ 10,923
△ 11,681
3,711

△ 4,871

△0.8%
7.7%
0.2%
皆減
△4.2%
△4.5%
4.5%
△3.1%

令和6年度の主な事業 （単位:千円）
事業名等 予算額 概　　要

町税
7億7,912万円
15.1%

分担金・負担金
1,840万円
0.4%

使用料・手数料
4,195万円
0.8%

寄附金
9,528万円
1.9%

繰入金･繰越金
2億8,774万円
5.6%

諸収入･財産収入
5,558万円
1.1%

地方譲与税
9,331万円 1.8%

各種交付金
2億0,267万円 3.9%

国庫支出金
4億0,985万円 8.0%

県支出金
2億8,350万円 5.5%

町債
4億4,860万円 8.7%

地方交付税
24億3,000万円
47.2%

1世帯当たりに
掛かる費用 約164万円 約82万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億6,598万円
18.8%

総務費
8億8,068万円
17.1%

一部事務組合への
負担金等

13億3,512万円
25.9% 施設の修繕

管理費等
5,878万円 1.1%

施設の修繕
管理費等

5,878万円 1.1%

積立金等
1億8,907万円
3.7%

児童手当・施設
入所負担金等
4億6,421万円
9.0%

児童手当・施設
入所負担金等
4億6,421万円
9.0%

借入金の
元利償還金
5億8,022万円
11.3%民生費

12億1,162万円
23.5%

公債費
5億8,022万円
11.3%

公債費
5億8,022万円
11.3%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%
諸支出金
196万円 0.0%

消防費
3億9,581万円
7.7%

衛生費
7億8,401万円
15.2%

教育費
5億0,129万円
9.7%

議会費
6,741万円 1.3%

労働費
72万円
0.0%

商工費
1億1,473万円
2.2%

特別会計への
繰出金等
3億2,748万円
6.4%

道路・施設等の
建設改良費
5億5,810万円
10.8%

道路・施設等の
建設改良費
5億5,810万円
10.8%

土木費
3億4,227万円 6.7%

土木費
3億4,227万円 6.7% 目的別 性質別

広
報しもにた

物品購入・
委託料等

6億6,704万円
13.0%

役場庁舎冷暖房設備工事

役場庁舎非常用発電機設備工事

財産管理

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

ふるさと納税促進事業

まちづくり推進事業

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

保育所運営委託（主食費免除）

子育て支援金

福祉医療費助成

タクシー利用券交付事業

有害鳥獣駆除対策

新規就農者応援事業

荒廃農地対策支援事業

営農改善対策

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業

ぐんま緑の県民基金事業

森林経営管理事業

県単林道改良事業

観光施設維持管理

産業振興対策

観光推進事業

創業促進事業

水道本管布設替等事業

公共土木施設維持補修事業

過疎道路(基幹)整備事業

一般町道改良事業

橋梁維持管理事業

交通安全施設整備

公営住宅管理

浄化槽事業

英語教育の推進

児童生徒通学対策

中学校校舎冷暖房工事費

文化財調査保護

学校給食費

20,471

49,480

19,855

33,821

39,976

21,065

4,868

1,523

528

14,300

50,260

3,040

19,083

2,000

2,400

5,772

4,800

10,662

22,105

30,000

30,564

7,484

19,158

3,000

45,037

42,729

74,002

5,202

107,570

2,134

9,141

63,168

23,993

49,146

31,010

8,892

12,453

老朽した３F議場冷暖房設備を更新する工事

停電時等に使用する非常用発電機設備を更新する工事

下仁田消防分署建設用地造成工事地質調査業務委託・旧土谷沢分校解体工事

子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を町が助成する奨学金制度

「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、町の名産品などを返礼品として送ることで、町の魅力度アップと地域活性化を図る。

移住、定住施策や空き家利活用に向けた各種補助事業を推進し、町外からの移住促進や定住化を図る。

保育所及び認定こども園入所園の保育料免除に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の主食費（お米代）に伴う町負担分

出産、子育てに対する支援金　出産祝金、育児支援金、入学祝金を支給

重度心身障害者、ひとり親世帯及び18歳の年度末までの子どもの医療費一部負担金を公費で助成

集落高齢者等タクシー利用券交付

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、猿追払い員雇用等

新たな農業の担い手による、地域農業の振興を図るため、販売、出荷等を目的としている新規就農者を支援

荒地化を防止する活動を地域ぐるみで行う団体の機器購入費を支援

下仁田ねぎ祭り開催費、全国ねぎサミット参加費及び農業者に対する支援対策

ぐんま優良木材を構造材に使用して、町内に自己居住用の住宅を建築する場合に補助金を助成

町と地域住民・ボランティア団体等の協働による地域に根差した森林整備活動

森林環境譲与税を財源とした森林整備に係る施策として、伐採搬出補助や担い手育成対策、森林管理意向調査など実施

林業生産基盤、山村地域の生活環境基盤及び森林環境の保全に資する基盤の整備を図るための林道改良・舗装工事

各観光施設の整備、維持管理等

産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等

観光宣伝PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事業

新たな起業・創業者に対する補助事業

浄水場施設工事（1箇所）・水道本管布設替工事（2箇所）・舗装本復旧工事等（1箇所）

町道等補修工事・町道等修繕・防災対策予防伐採・支障木伐採・除雪

町道改良工事（青倉・西野牧・馬山の3路線）

町道排水改修工事・町道改良工事測量設計業務

補修工事（3橋）・補修設計業務（7橋）

町内一円交通安全施設設置工事

しらかば団地改修工事（1戸）

市町村設置型30基整備（5人槽24基・7人槽5基・10人槽1基）浄化槽エコ補助金・維持管理費

小中一貫外国語教育、小中学校にALT配置、中学生英検受験料補助の拡充、海外派遣事業の再開

スクールバス運転管理委託（7台）

ガスヒートポンプエアコン設置工事費用（食堂系統）

荒船風穴落石対策工事,支障木伐採業務、荒船風穴保存活用計画刊行、世界遺産登録10周年記念冊子作成

子育て支援策として、町内在住在学の小学生・中学生保護者に対する給食費の無償化

農林水産業費
2億5,527万円
5.0 %

農林水産業費
2億5,527万円
5.0 %

当初予算当初予算
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納める町税 約12万円

1人当たりが
納める町税

人　口　　　6,260人
世　帯　　　3,139世帯
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令和6年度特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和6年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

981,230
173,311
1,394,592

0
248,893
246,925
86,017
153,414

令和5年度
当初予算額

988,872
160,994
1,391,546
99,070
259,816
258,606
82,306
158,285

△ 7,642
12,317
3,046

△ 99,070
△ 10,923
△ 11,681
3,711

△ 4,871

△0.8%
7.7%
0.2%
皆減
△4.2%
△4.5%
4.5%
△3.1%

令和6年度の主な事業 （単位:千円）
事業名等 予算額 概　　要

町税
7億7,912万円
15.1%

分担金・負担金
1,840万円
0.4%

使用料・手数料
4,195万円
0.8%

寄附金
9,528万円
1.9%

繰入金･繰越金
2億8,774万円
5.6%

諸収入･財産収入
5,558万円
1.1%

地方譲与税
9,331万円 1.8%

各種交付金
2億0,267万円 3.9%

国庫支出金
4億0,985万円 8.0%

県支出金
2億8,350万円 5.5%

町債
4億4,860万円 8.7%

地方交付税
24億3,000万円
47.2%

1世帯当たりに
掛かる費用 約164万円 約82万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億6,598万円
18.8%

総務費
8億8,068万円
17.1%

一部事務組合への
負担金等

13億3,512万円
25.9% 施設の修繕

管理費等
5,878万円 1.1%

施設の修繕
管理費等

5,878万円 1.1%

積立金等
1億8,907万円
3.7%

児童手当・施設
入所負担金等
4億6,421万円
9.0%

児童手当・施設
入所負担金等
4億6,421万円
9.0%

借入金の
元利償還金
5億8,022万円
11.3%民生費

12億1,162万円
23.5%

公債費
5億8,022万円
11.3%

公債費
5億8,022万円
11.3%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%
諸支出金
196万円 0.0%

消防費
3億9,581万円
7.7%

衛生費
7億8,401万円
15.2%

教育費
5億0,129万円
9.7%

議会費
6,741万円 1.3%

労働費
72万円
0.0%

商工費
1億1,473万円
2.2%

特別会計への
繰出金等
3億2,748万円
6.4%

道路・施設等の
建設改良費
5億5,810万円
10.8%

道路・施設等の
建設改良費
5億5,810万円
10.8%

土木費
3億4,227万円 6.7%

土木費
3億4,227万円 6.7% 目的別 性質別

広
報しもにた

物品購入・
委託料等

6億6,704万円
13.0%

役場庁舎冷暖房設備工事

役場庁舎非常用発電機設備工事

財産管理

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

ふるさと納税促進事業

まちづくり推進事業

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

保育所運営委託（主食費免除）

子育て支援金

福祉医療費助成

タクシー利用券交付事業

有害鳥獣駆除対策

新規就農者応援事業

荒廃農地対策支援事業

営農改善対策

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業

ぐんま緑の県民基金事業

森林経営管理事業

県単林道改良事業

観光施設維持管理

産業振興対策

観光推進事業

創業促進事業

水道本管布設替等事業

公共土木施設維持補修事業

過疎道路(基幹)整備事業

一般町道改良事業

橋梁維持管理事業

交通安全施設整備

公営住宅管理

浄化槽事業

英語教育の推進

児童生徒通学対策

中学校校舎冷暖房工事費

文化財調査保護

学校給食費

20,471

49,480

19,855

33,821

39,976

21,065

4,868

1,523

528

14,300

50,260

3,040

19,083

2,000

2,400

5,772

4,800

10,662

22,105

30,000

30,564

7,484

19,158

3,000

45,037

42,729

74,002

5,202

107,570

2,134

9,141

63,168

23,993

49,146

31,010

8,892

12,453

老朽した３F議場冷暖房設備を更新する工事

停電時等に使用する非常用発電機設備を更新する工事

下仁田消防分署建設用地造成工事地質調査業務委託・旧土谷沢分校解体工事

子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を町が助成する奨学金制度

「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、町の名産品などを返礼品として送ることで、町の魅力度アップと地域活性化を図る。

移住、定住施策や空き家利活用に向けた各種補助事業を推進し、町外からの移住促進や定住化を図る。

保育所及び認定こども園入所園の保育料免除に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の主食費（お米代）に伴う町負担分

出産、子育てに対する支援金　出産祝金、育児支援金、入学祝金を支給

重度心身障害者、ひとり親世帯及び18歳の年度末までの子どもの医療費一部負担金を公費で助成

集落高齢者等タクシー利用券交付

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、猿追払い員雇用等

新たな農業の担い手による、地域農業の振興を図るため、販売、出荷等を目的としている新規就農者を支援

荒地化を防止する活動を地域ぐるみで行う団体の機器購入費を支援

下仁田ねぎ祭り開催費、全国ねぎサミット参加費及び農業者に対する支援対策

ぐんま優良木材を構造材に使用して、町内に自己居住用の住宅を建築する場合に補助金を助成

町と地域住民・ボランティア団体等の協働による地域に根差した森林整備活動

森林環境譲与税を財源とした森林整備に係る施策として、伐採搬出補助や担い手育成対策、森林管理意向調査など実施

林業生産基盤、山村地域の生活環境基盤及び森林環境の保全に資する基盤の整備を図るための林道改良・舗装工事

各観光施設の整備、維持管理等

産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等

観光宣伝PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事業

新たな起業・創業者に対する補助事業

浄水場施設工事（1箇所）・水道本管布設替工事（2箇所）・舗装本復旧工事等（1箇所）

町道等補修工事・町道等修繕・防災対策予防伐採・支障木伐採・除雪

町道改良工事（青倉・西野牧・馬山の3路線）

町道排水改修工事・町道改良工事測量設計業務

補修工事（3橋）・補修設計業務（7橋）

町内一円交通安全施設設置工事

しらかば団地改修工事（1戸）

市町村設置型30基整備（5人槽24基・7人槽5基・10人槽1基）浄化槽エコ補助金・維持管理費

小中一貫外国語教育、小中学校にALT配置、中学生英検受験料補助の拡充、海外派遣事業の再開

スクールバス運転管理委託（7台）

ガスヒートポンプエアコン設置工事費用（食堂系統）

荒船風穴落石対策工事,支障木伐採業務、荒船風穴保存活用計画刊行、世界遺産登録10周年記念冊子作成

子育て支援策として、町内在住在学の小学生・中学生保護者に対する給食費の無償化

農林水産業費
2億5,527万円
5.0 %

農林水産業費
2億5,527万円
5.0 %

当初予算当初予算



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。

■令和6年度 ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和6年度 ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３,３４３人
（町の全人口の５３．４０％）

男　計１，５３１人
女　計１，８１２人

男女１５～６４歳　計2，６４2人
（町の全人口の４２．２0％）

男　計１，4１４人
女　計１，2２８人

男女０～１４歳　計２７５人
（町の全人口の４．３９％）

男　計１２９人
女　計１４６人

下仁田町の人口
（Ｒ6．４．１現在）

合計　　　　　　　　６，２６０人
男　　　　　　　　　３，０７４人
女　　　　　　　　　３，１８６人

世帯数　　　　　　３，１３９世帯
世帯平均　　　　 　　　２．０人
平均年齢　　　　　　６１．２２歳

この表は令和６年４月１日現在の
下仁田町の年齢別人口を表したも
のです。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和6年４月１日現在

広
報しもにた

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

総務課

総務課

総務課

農林課

農林課

農林課

商工観光課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

総務課

総務課

教育課

教育課

教育課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

旧土谷沢分校解体工事

役場庁舎冷暖房設備工事

役場庁舎非常用発電機設備工事

県単林道改良事業稲含高倉線

県単林道改良事業七久保橋倉線

県単林道改良事業東平線

もみじライン公衆トイレ設置工事

町道3246号(横間)線排水改修工事

町道0110号(三本木)線舗装改良工事

町道0215号(黒川～中野)線舗装改良工事

町道2281号(諸沢)線道路改良工事

町道2460号線(峯橋)橋梁補修工事

町道0214号線(3007号橋）橋梁補修工事

町道3456号線(中貝橋）橋梁補修工事

普通河川赤谷沢川河川改良工事

しらかば団地改修工事

防災行政無線子局設置工事

旧小坂小学校校舎他解体工事

下仁田中学校冷暖房工事費

下仁田町馬山生活センター外構工事

荒船風穴落石対策工事

宮畑浄水場沈殿池修繕工事

青倉

下仁田

下仁田

栗山

平原

南野牧

西野牧

南野牧

青倉

西野牧

馬山

青倉

南野牧

東野牧

青倉

吉崎

中小坂

中小坂

下仁田

馬山

南野牧

吉崎

中小坂

下仁田

約6カ月

約7カ月

約7カ月

約5カ月

約3カ月

約4カ月

約5カ月

約4カ月

約4カ月

約4カ月

約7カ月

約5カ月

約5カ月

約6カ月

約6カ月

約5カ月

約2カ月

約6カ月

約7カ月

約5カ月

約7カ月

約2カ月

約5カ月

約5カ月

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第３四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第３四半期

第１四半期

第１四半期

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

随意契約

指名競争

指名競争

随意契約

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

校舎等解体工事

3F議場冷暖房設備更新工事

役場庁舎非常用発電機設備更新工事

改良工事 L=150.0ｍ W=3.0ｍ

舗装工事 L=200.0ｍ W=5.0ｍ

改良工事 L=50.0ｍ W=3.0ｍ

男女各洋式1基多目的洋式1基

側溝改修 L=80.0ｍ

舗装改良 L=300.0ｍ

舗装改良 L=300.0ｍ

道路改良 L=330.0ｍ

橋梁補修  L=18.6m

橋梁補修  L=4.4m

橋梁補修  L=8.9m

河川改修 L=90.0ｍ

しらかば団地改修工事（1戸）

旧小坂小学校、小坂社会体育館等解体

外構等整備

ワイヤーロープ設置工  14φ67.5ｍ

沈殿池防水塗装

PEφ150  L＝170m

PEφ150  L＝200m

工事場所
（大字）

予定
工期

発注予定
時期

契約の
方法等担当課 工事名 工事概要

旧小坂小学校屋上に設置されている
防災行政無線子局移動工事

ガスヒートポンプエアコン設置工事
室外機2台室内機8台

小坂地区（滑～二 岩）水道本管布設替工事
第2工区

国道254号（役場前～下町）水道本管布設替工事
第1工区



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。

■令和6年度 ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和6年度 ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３,３４３人
（町の全人口の５３．４０％）

男　計１，５３１人
女　計１，８１２人

男女１５～６４歳　計2，６４2人
（町の全人口の４２．２0％）

男　計１，4１４人
女　計１，2２８人

男女０～１４歳　計２７５人
（町の全人口の４．３９％）

男　計１２９人
女　計１４６人

下仁田町の人口
（Ｒ6．４．１現在）

合計　　　　　　　　６，２６０人
男　　　　　　　　　３，０７４人
女　　　　　　　　　３，１８６人

世帯数　　　　　　３，１３９世帯
世帯平均　　　　 　　　２．０人
平均年齢　　　　　　６１．２２歳

この表は令和６年４月１日現在の
下仁田町の年齢別人口を表したも
のです。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和6年４月１日現在

広
報しもにた

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

総務課

総務課

総務課

農林課

農林課

農林課

商工観光課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

総務課

総務課

教育課

教育課

教育課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

旧土谷沢分校解体工事

役場庁舎冷暖房設備工事

役場庁舎非常用発電機設備工事

県単林道改良事業稲含高倉線

県単林道改良事業七久保橋倉線

県単林道改良事業東平線

もみじライン公衆トイレ設置工事

町道3246号(横間)線排水改修工事

町道0110号(三本木)線舗装改良工事

町道0215号(黒川～中野)線舗装改良工事

町道2281号(諸沢)線道路改良工事

町道2460号線(峯橋)橋梁補修工事

町道0214号線(3007号橋）橋梁補修工事

町道3456号線(中貝橋）橋梁補修工事

普通河川赤谷沢川河川改良工事

しらかば団地改修工事

防災行政無線子局設置工事

旧小坂小学校校舎他解体工事

下仁田中学校冷暖房工事費

下仁田町馬山生活センター外構工事

荒船風穴落石対策工事

宮畑浄水場沈殿池修繕工事

青倉

下仁田

下仁田

栗山

平原

南野牧

西野牧

南野牧

青倉

西野牧

馬山

青倉

南野牧

東野牧

青倉

吉崎

中小坂

中小坂

下仁田

馬山

南野牧

吉崎

中小坂

下仁田

約6カ月

約7カ月

約7カ月

約5カ月

約3カ月

約4カ月

約5カ月

約4カ月

約4カ月

約4カ月

約7カ月

約5カ月

約5カ月

約6カ月

約6カ月

約5カ月

約2カ月

約6カ月

約7カ月

約5カ月

約7カ月

約2カ月

約5カ月

約5カ月

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第３四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第２四半期

第１四半期

第１四半期

第３四半期

第１四半期

第１四半期

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

随意契約

指名競争

指名競争

随意契約

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

校舎等解体工事

3F議場冷暖房設備更新工事

役場庁舎非常用発電機設備更新工事

改良工事 L=150.0ｍ W=3.0ｍ

舗装工事 L=200.0ｍ W=5.0ｍ

改良工事 L=50.0ｍ W=3.0ｍ

男女各洋式1基多目的洋式1基

側溝改修 L=80.0ｍ

舗装改良 L=300.0ｍ

舗装改良 L=300.0ｍ

道路改良 L=330.0ｍ

橋梁補修  L=18.6m

橋梁補修  L=4.4m

橋梁補修  L=8.9m

河川改修 L=90.0ｍ

しらかば団地改修工事（1戸）

旧小坂小学校、小坂社会体育館等解体

外構等整備

ワイヤーロープ設置工  14φ67.5ｍ

沈殿池防水塗装

PEφ150  L＝170m

PEφ150  L＝200m

工事場所
（大字）

予定
工期

発注予定
時期

契約の
方法等担当課 工事名 工事概要

旧小坂小学校屋上に設置されている
防災行政無線子局移動工事

ガスヒートポンプエアコン設置工事
室外機2台室内機8台

小坂地区（滑～二 岩）水道本管布設替工事
第2工区

国道254号（役場前～下町）水道本管布設替工事
第1工区



人事異動&役員紹介人事異動&役員紹介

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 今井　勝

矢嶋　榮一

金井　義富

土谷　伸一

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（小坂地区）

佐藤　政敏

茂木　進

巴　　稔

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

茂 木 　 清
森 川 　 進
大 橋 一 之
佐 藤 良 三
矢 嶋 榮 一
武 井 　 裕
黒 澤 一 郎
今 井 　 勝
松 浦 貞 夫
武　藤　登志一
飯 野 正 雄
下 山 啓 治
佐 藤 政 敏
今　井　寿寿男
佐 藤 　 修
神 戸 安 弘
永 井 正 之

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名

◆印は新任区長

区　　　長

令和6年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆

◆

◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課行政係（内線３０１）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 ノ 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

齋 藤 豊 治
茂 木 　 進
金 井 義 富
荻 野 京 一
小井圡　邦　行
細 野 順 伸
安 藤 恵 造
中 澤 一 夫
巴　　　　　稔
岩 井 初 男
岩 崎 　 武
田 村 　 充
神 戸 　 毅
土 谷 伸 一

区　　別 区　　　長
氏　名

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

齋藤　幹広

佐藤　敦保

新井　　満

高橋　拓生

安藤　　淳

神谷　哲男

松本　　実

黛　　一弘

佐藤　　実

佐藤　里奈

黒澤　和行

赤岩　素明

工藤いずみ

小井土真弓

赤岡　咲恵

今井　幸江

赤岡　　明

金庭友佳利

清水　弥生

髙橋　　司

神戸　崇明

岩井　　実

掛川　昌紀

佐藤　史行

神戸　栄起

黒澤　福富

石井　史子

清水佐央理　用：福田　　純  

大石　翔太  

   

齋藤あずさ

永井　美帆   

小林　岳人  

上原　弘之　黛　　裕子　佐藤　　豪

柳澤　大祐   

廣澤貴代子　小金澤　勉　堀口　咲陽（新） 

本多　正弥　黒沢　千絵

栗原　大輔

飯塚　美穂　市川　紫野　茂木　瑠里

福田　　翼　神戸美奈子　新井　沙妃

 

中村　育美　齋藤　辰徳

岡野　　均

永井希実子　堀越　由可　赤岩　友紀　佐藤　未空

神戸　景子　野村　静香

永井　大貴　高橋　結羽　茂木　　聖　永井　邦佳（再）

今井　洋紀

柳　　芽生　茂木　涼介　横田　孝三（再）

   

岩井　　収　柳　圭一郎

並木　慎介　竹内　雅浩

下仁田町職員配置

総　務　課
（行・財）
☎82－2110
（情・安）
☎64－8800

企　画　課
☎64－8809

住民税務課
(住民）
☎82－2112
(税務）
☎82－2113
（資産税）
☎64－9550

福　祉　課
(国保）
☎64－8801
(介護）
☎64－8802
(包括）
☎64－8804
(福祉）
☎64－8803

保　健　課
☎82－5490

農　林　課
☎64－8806

商工観光課
☎64－8805

建設水道課
(庶・水）
☎64－8808
(管・建）
☎64－8807

議会事務局
☎64－8810

会　計　課
☎82－2114

下山　光一

神戸　領栄

小金澤康夫

東間　克敏

市川　博生

今井　美和

林　　光一

佐藤　圭司

鈴木　昌吾

佐藤　正明

行 政 係

情 報 管 理 係

情 報 推 進 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係

地 域 創 生 係

地 域 振 興 係

住 民 係

税 務 係

資 産 税 係

会 計 係

国 保 係

介 護 保 険 係

福 祉 係

環 境 係

保 健 予 防 係

保 健 推 進 係

農業係（農業委員会）

林 業 係

商 工 観 光 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

（令和6年４月１日現在）

教育長 里見　立夫特別職 町長 原　秀男 

福田　裕二

神谷　哲男

黛　　一弘

鈴木　英男

園部　明美

赤岡　　明

金庭友佳利

神戸　崇明

神戸　栄起

並木　将貴

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

佐藤　裕一　東間　剛史　岡野　大暉　永井　琢真（新）

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

市川　瑠美　神戸　滉太

石井　利幸　有賀　喜紀（特別派遣社会教育主事）

岡田佳央梨

高瀬　正江（再）

山田　誠司　岩井　　司　柴田　悦子（再）

関谷　友彦

用：赤岡健一郎

用：並木　　護（再）

黒澤　成則

小金澤千穂

市川智恵子

市川　敬則

工藤　陽介

神戸　進一

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

荻野　文昭

(歴史館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館長)
 中村　由克
（非常勤）

園部　宏規

黒澤　成則

（給食センター所長）
市川智恵子

茂木　貴彦

安藤　正貴　小山　美里　並木　安基

小井土恵利子　吉沢　祐介　神戸　　麗

事務部長

総務課長

事務局長

小金澤修路

岩井　優典

竹内　　誠甘楽西部環境衛生施設組合 ☎64－8811

岡野　宏巳　　　　齋藤　将広

令和6年３月３１日退職

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員

教育課
(事務局）
☎82－2115
（給食）
☎82－2542
（公民館）
☎82－3535
（歴史館）
☎82－5345
（自然史館）
☎70－3070

下仁田南牧医療事務組合 ☎82－3555

7 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 6広
報しもにた



人事異動&役員紹介人事異動&役員紹介

会長・副会長 区長会長
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金井　義富

土谷　伸一

下仁田地区

小坂地区
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区長会副会長
（小坂地区）

佐藤　政敏

茂木　進

巴　　稔

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
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川 井 区
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武　藤　登志一
飯 野 正 雄
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佐 藤 政 敏
今　井　寿寿男
佐 藤 　 修
神 戸 安 弘
永 井 正 之

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名

◆印は新任区長

区　　　長

令和6年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆

◆

◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課行政係（内線３０１）　
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◆
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小井土真弓
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掛川　昌紀
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石井　史子

清水佐央理　用：福田　　純  

大石　翔太  

   

齋藤あずさ

永井　美帆   

小林　岳人  

上原　弘之　黛　　裕子　佐藤　　豪

柳澤　大祐   

廣澤貴代子　小金澤　勉　堀口　咲陽（新） 

本多　正弥　黒沢　千絵

栗原　大輔

飯塚　美穂　市川　紫野　茂木　瑠里

福田　　翼　神戸美奈子　新井　沙妃

 

中村　育美　齋藤　辰徳

岡野　　均

永井希実子　堀越　由可　赤岩　友紀　佐藤　未空

神戸　景子　野村　静香

永井　大貴　高橋　結羽　茂木　　聖　永井　邦佳（再）

今井　洋紀

柳　　芽生　茂木　涼介　横田　孝三（再）

   

岩井　　収　柳　圭一郎

並木　慎介　竹内　雅浩

下仁田町職員配置

総　務　課
（行・財）
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商工観光課
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(庶・水）
☎64－8808
(管・建）
☎64－8807

議会事務局
☎64－8810

会　計　課
☎82－2114

下山　光一

神戸　領栄

小金澤康夫

東間　克敏

市川　博生

今井　美和

林　　光一

佐藤　圭司

鈴木　昌吾

佐藤　正明

行 政 係

情 報 管 理 係

情 報 推 進 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係

地 域 創 生 係

地 域 振 興 係

住 民 係

税 務 係

資 産 税 係

会 計 係

国 保 係

介 護 保 険 係

福 祉 係

環 境 係

保 健 予 防 係

保 健 推 進 係

農業係（農業委員会）

林 業 係

商 工 観 光 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

（令和6年４月１日現在）

教育長 里見　立夫特別職 町長 原　秀男 

福田　裕二

神谷　哲男

黛　　一弘

鈴木　英男

園部　明美

赤岡　　明

金庭友佳利

神戸　崇明

神戸　栄起

並木　将貴

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

佐藤　裕一　東間　剛史　岡野　大暉　永井　琢真（新）

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

市川　瑠美　神戸　滉太

石井　利幸　有賀　喜紀（特別派遣社会教育主事）

岡田佳央梨

高瀬　正江（再）

山田　誠司　岩井　　司　柴田　悦子（再）

関谷　友彦

用：赤岡健一郎

用：並木　　護（再）

黒澤　成則

小金澤千穂

市川智恵子

市川　敬則

工藤　陽介

神戸　進一

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

荻野　文昭

(歴史館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館長)
 中村　由克
（非常勤）

園部　宏規

黒澤　成則

（給食センター所長）
市川智恵子

茂木　貴彦

安藤　正貴　小山　美里　並木　安基

小井土恵利子　吉沢　祐介　神戸　　麗

事務部長

総務課長

事務局長

小金澤修路

岩井　優典

竹内　　誠甘楽西部環境衛生施設組合 ☎64－8811

岡野　宏巳　　　　齋藤　将広

令和6年３月３１日退職

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員

教育課
(事務局）
☎82－2115
（給食）
☎82－2542
（公民館）
☎82－3535
（歴史館）
☎82－5345
（自然史館）
☎70－3070

下仁田南牧医療事務組合 ☎82－3555

7 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 6広
報しもにた



下仁田こんにゃくフォトコンテスト下仁田こんにゃくフォトコンテスト

令和５年度　下仁田町こんにゃくフォトコンテストの
入賞作品決定！

　下仁田町が「こんにゃくの町」であることを外部に発信し、こんにゃくの消費拡大や下仁田町のこんにゃく
のブランド力を向上させることを目的に開催した「令和５年度下仁田町こんにゃくフォトコンテスト」の入賞
作品が決定しました。町外、県外の方々などたくさんの方からご応募いただき、応募総数は５３点となりまし
た。入賞作品は、令和６年５月１日（水）～５月２４日（金）まで、下仁田町役場内にて展示を行います。ぜひご覧
ください。

〇（一社）下仁田町観光協会長賞
「猛暑のこんにゃく畑」　佐藤　桜介
〇（一社）下仁田町観光協会長賞

「猛暑のこんにゃく畑」　佐藤　桜介

〇下仁田町教育委員会教育長賞
「夢中」　下仁田小学校

〇下仁田町教育委員会教育長賞
「夢中」　下仁田小学校

〇下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会長賞
「こんにゃく尽くし」　倉林　博

〇下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会長賞
「こんにゃく尽くし」　倉林　博

「おいしそうだね」　藤原　由隆
「おいしそう！！」　寺岡　音花
「ビックリこんにゃく芋」　佐藤　柊花
「祭りの日」　黒沢　伸二
「こんにゃくいもから変身する手順」　
廣瀬　優衣菜
（敬称略）

〇入選 〇佳作

〇下仁田町長賞
「いただきます」　吉田　朱莉
〇下仁田町長賞
「いただきます」　吉田　朱莉

「こんにゃくの森」
吉澤　陸斗
「これがこんにゃくの生芋だよ」
池田　一子
「こんにゃくの畑」
大小原　想真

「こんにゃくの森」
吉澤　陸斗
「これがこんにゃくの生芋だよ」
池田　一子
「こんにゃくの畑」
大小原　想真

役員紹介役員紹介

令和６年度（２０２4）保健推進員名簿
地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●保健推進員に関する問い合わせ　保健課保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

（敬称略）

　町
で
は
、特
定
疾
患
等
患
者
、難
病
患
者
、

ま
た
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
見
舞
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

○
現
在
受
給
中
の
方
へ

　6
月
中
に
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。現
況
届
の
提
出
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、見

舞
金
の
支
給
が
停
止
と
な
り
ま
す
。（
現
況
届

は
福
祉
課
か
ら
郵
送
し
ま
す
）

○
新
た
に
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　別
表
に
該
当
す
る
方
で
、見
舞
金
の
受
給

申
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
5
月

31
日
ま
で
に
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
福
祉
係 

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

支　給　要　件
心臓機能障害1～3級
腎臓機能障害1～3級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ1～3級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

申請に必要なもの

身体障害者手帳
印鑑・通帳

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課に
あります）

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

こんにゃくぜんそく

特
定
疾
患
等
難
病
患
者

見
舞
金

下仁田地区

下
町
区

仲
町
区

上
町
区

旭
町
区

東
町

川
井
区

吉
崎
区

栗
山
区

氏名
鈴木　公代
阪本　正美
櫻井　紀子
白鷹惠美子
吉岡　恵子
高橋　文枝
佐藤とも江
沼田　優希
松本志津江
佐藤　千栄
岩井　光子
渡邊　和美
神保　啓子
佐藤　妙子
小沢　有紀
新井　恵子
黒澤　悦子
浅野あや子
工藤　雪枝
有賀富美江
神戸あけみ
高橋真理子
鈴木　智子
土谷みゆき
橋　　芳枝
島崎あい子
高橋美代子
今井　佳子
田村　京子
三浦ミツ子

１区
２区
３区
３区
４区
５区
６区
７区
８区
９区
１０区
１１区
１２区
１３区
１４区
１５区
１６区
１７区
１７区
１７区
１８区
１８区
１９区
２０区
２１区
２１区
２２区
２３区
２４区
２５区

小坂地区

下
小
坂
区

大
坂
区

中小
坂区

上
小
坂
区

東
野
牧
区

大平区

氏名
神戸　恵美
磯田　桂子
工藤　節子
岡田久美子
石井　鈴代
神戸智津子
伴野　英子
佐藤　文子
齋藤　英子
齋藤　洋子
齋藤　京子
岡田　千栄
神戸　康江
小井土富江
金井さち江
金井　康子

１区
２区
２区
３区
４区
１３区
５区
６区
７区
７区
８区
８区
９区
１０区
１１区
１２区

馬山地区

大
東
区

中
央
区

小
川
区

蒔
田
区

城
西
区

緑ヶ丘区

氏名
大小原敏江
瀨間きよ美
瀨間　宏江
茂木　公代
掛川　祐子
土屋　恵
竹内紀美子
山崎　清子
木村ヱイ子
岡野　弘子
堀口　玲子
今井まさ子
石井　祐子
小金澤典子
田村　洋子
土屋　幸子
下山　立子
下山　泉
市川　敦子
上原まさ枝
吉田みつ子
三浦　瞳
齋藤さよ子
岡野安紀子

杣瀬
下鎌田
上鎌田
中島
大塚
北田
田城
山際
天神森
若宮東
若宮西・南
上ノ谷戸
光陽団地
竹ノ上
竹ノ上
横瀬
下蒔田
上蒔田
細萱
安楽地
堀ノ内
石淵・赤津
白山
緑ヶ丘

青倉地区

下
青
倉
区

上
青
倉
区

土
谷
沢
区

氏名
土屋　智子
神戸えり子
石橋千代子
岩崎江理子
岩井　枝美
有賀　洋子
茂木かずえ
石井　美保
茂木しづ江
神戸さち子
神戸志芽子
赤岡ちよ子
岩崎　律子
大河原かず子
神戸ゆかり

下郷 風口
宮室
井戸ノ上
東上下村、大北野
小北野
跡関
日向
日影
峯大石 清水
滝の下
赤谷 白岩
土谷沢
七久保
平原
桑本

西牧地区

南
野
牧
区

横
間
区

西
野
牧
区

矢
川
区

宮室区本宿区

市ノ萱区

大桑原区

氏名
佐藤　一美
山田久美子
廣澤智恵喜
上原貴代子
神戸　純子
黛　久美
並木　町子
市川由美子
貝塚　淑江
小井土たつ子
小金澤優子
淺野れい子
佐藤　節子
佐藤　愛子
佐藤　恵
岩井千珠美
清水　弥生
園部　恵子
園部由起子
佐藤　洋子
佐藤たづ子
小林祐規子
小井土益代
土屋　征子

本宿１区
本宿２区
横間３区
横間３区
藤井３区
中平４区
中丸 芳平４区
三ﾂ瀬 中萱５区
相沢 竹の入５区

根小屋９区
小出屋１０区
黒川１１区
中野半弓１１区

大栗１３区
新屋１３区
瀬成１４区
芝の沢１４区
初鳥屋１５区
小平１５区
萱倉１５区
高立１５区

市ノ萱 高梨
白井平６区

赤岩 滑岩
清水沢１２区

東平６区
屋敷７区

9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた



下仁田こんにゃくフォトコンテスト下仁田こんにゃくフォトコンテスト

令和５年度　下仁田町こんにゃくフォトコンテストの
入賞作品決定！

　下仁田町が「こんにゃくの町」であることを外部に発信し、こんにゃくの消費拡大や下仁田町のこんにゃく
のブランド力を向上させることを目的に開催した「令和５年度下仁田町こんにゃくフォトコンテスト」の入賞
作品が決定しました。町外、県外の方々などたくさんの方からご応募いただき、応募総数は５３点となりまし
た。入賞作品は、令和６年５月１日（水）～５月２４日（金）まで、下仁田町役場内にて展示を行います。ぜひご覧
ください。

〇（一社）下仁田町観光協会長賞
「猛暑のこんにゃく畑」　佐藤　桜介
〇（一社）下仁田町観光協会長賞
「猛暑のこんにゃく畑」　佐藤　桜介

〇下仁田町教育委員会教育長賞
「夢中」　下仁田小学校

〇下仁田町教育委員会教育長賞
「夢中」　下仁田小学校

〇下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会長賞
「こんにゃく尽くし」　倉林　博

〇下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会長賞
「こんにゃく尽くし」　倉林　博

「おいしそうだね」　藤原　由隆
「おいしそう！！」　寺岡　音花
「ビックリこんにゃく芋」　佐藤　柊花
「祭りの日」　黒沢　伸二
「こんにゃくいもから変身する手順」　
廣瀬　優衣菜
（敬称略）

〇入選 〇佳作

〇下仁田町長賞
「いただきます」　吉田　朱莉
〇下仁田町長賞
「いただきます」　吉田　朱莉

「こんにゃくの森」
吉澤　陸斗
「これがこんにゃくの生芋だよ」
池田　一子
「こんにゃくの畑」
大小原　想真

「こんにゃくの森」
吉澤　陸斗
「これがこんにゃくの生芋だよ」
池田　一子
「こんにゃくの畑」
大小原　想真

役員紹介役員紹介

令和６年度（２０２4）保健推進員名簿
地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●保健推進員に関する問い合わせ　保健課保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

（敬称略）

　町
で
は
、特
定
疾
患
等
患
者
、難
病
患
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。
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に
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提
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が
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な
い
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が
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止
と
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す
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）
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に
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の
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。

●
問
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合
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せ
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課
福
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☎
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―
8
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直
通
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支　給　要　件
心臓機能障害1～3級
腎臓機能障害1～3級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ1～3級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

申請に必要なもの

身体障害者手帳
印鑑・通帳

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課に
あります）

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

こんにゃくぜんそく

特
定
疾
患
等
難
病
患
者

見
舞
金

下仁田地区

下
町
区

仲
町
区

上
町
区

旭
町
区

東
町

川
井
区

吉
崎
区

栗
山
区

氏名
鈴木　公代
阪本　正美
櫻井　紀子
白鷹惠美子
吉岡　恵子
高橋　文枝
佐藤とも江
沼田　優希
松本志津江
佐藤　千栄
岩井　光子
渡邊　和美
神保　啓子
佐藤　妙子
小沢　有紀
新井　恵子
黒澤　悦子
浅野あや子
工藤　雪枝
有賀富美江
神戸あけみ
高橋真理子
鈴木　智子
土谷みゆき
橋　　芳枝
島崎あい子
高橋美代子
今井　佳子
田村　京子
三浦ミツ子

１区
２区
３区
３区
４区
５区
６区
７区
８区
９区
１０区
１１区
１２区
１３区
１４区
１５区
１６区
１７区
１７区
１７区
１８区
１８区
１９区
２０区
２１区
２１区
２２区
２３区
２４区
２５区

小坂地区

下
小
坂
区

大
坂
区

中小
坂区

上
小
坂
区

東
野
牧
区

大平区

氏名
神戸　恵美
磯田　桂子
工藤　節子
岡田久美子
石井　鈴代
神戸智津子
伴野　英子
佐藤　文子
齋藤　英子
齋藤　洋子
齋藤　京子
岡田　千栄
神戸　康江
小井土富江
金井さち江
金井　康子

１区
２区
２区
３区
４区
１３区
５区
６区
７区
７区
８区
８区
９区
１０区
１１区
１２区

馬山地区

大
東
区

中
央
区

小
川
区

蒔
田
区

城
西
区

緑ヶ丘区

氏名
大小原敏江
瀨間きよ美
瀨間　宏江
茂木　公代
掛川　祐子
土屋　恵
竹内紀美子
山崎　清子
木村ヱイ子
岡野　弘子
堀口　玲子
今井まさ子
石井　祐子
小金澤典子
田村　洋子
土屋　幸子
下山　立子
下山　泉
市川　敦子
上原まさ枝
吉田みつ子
三浦　瞳
齋藤さよ子
岡野安紀子

杣瀬
下鎌田
上鎌田
中島
大塚
北田
田城
山際
天神森
若宮東
若宮西・南
上ノ谷戸
光陽団地
竹ノ上
竹ノ上
横瀬
下蒔田
上蒔田
細萱
安楽地
堀ノ内
石淵・赤津
白山
緑ヶ丘

青倉地区

下
青
倉
区

上
青
倉
区

土
谷
沢
区

氏名
土屋　智子
神戸えり子
石橋千代子
岩崎江理子
岩井　枝美
有賀　洋子
茂木かずえ
石井　美保
茂木しづ江
神戸さち子
神戸志芽子
赤岡ちよ子
岩崎　律子
大河原かず子
神戸ゆかり

下郷 風口
宮室
井戸ノ上
東上下村、大北野
小北野
跡関
日向
日影
峯大石 清水
滝の下
赤谷 白岩
土谷沢
七久保
平原
桑本

西牧地区

南
野
牧
区

横
間
区

西
野
牧
区

矢
川
区

宮室区本宿区

市ノ萱区

大桑原区

氏名
佐藤　一美
山田久美子
廣澤智恵喜
上原貴代子
神戸　純子
黛　久美
並木　町子
市川由美子
貝塚　淑江
小井土たつ子
小金澤優子
淺野れい子
佐藤　節子
佐藤　愛子
佐藤　恵
岩井千珠美
清水　弥生
園部　恵子
園部由起子
佐藤　洋子
佐藤たづ子
小林祐規子
小井土益代
土屋　征子

本宿１区
本宿２区
横間３区
横間３区
藤井３区
中平４区
中丸 芳平４区
三ﾂ瀬 中萱５区
相沢 竹の入５区

根小屋９区
小出屋１０区
黒川１１区
中野半弓１１区

大栗１３区
新屋１３区
瀬成１４区
芝の沢１４区
初鳥屋１５区
小平１５区
萱倉１５区
高立１５区

市ノ萱 高梨
白井平６区

赤岩 滑岩
清水沢１２区

東平６区
屋敷７区
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に
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に
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。
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と
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図
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。
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す
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町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

　自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在で、運輸支局に登録されている自動車の所有者に課税されます。５月
上旬に自動車税事務所から送付される納税通知書により、納期限までに納めてください。
●納期限　５月３１日（金）
●納税場所　県内の金融機関のほか、「地方税統一QRコード」対応の全国の金融機関、郵便局、県自動車税事務
所、行政県税事務所、コンビニエンスストアでの納税に加え、「地方税お支払サイト」を利用して、クレジットカード
やインターネットバンキングで納税できます。また、スマートフォンアプリやPay-easy（ペイジー）対応のインター
ネットバンキング・ＡＴＭからも納付できます。※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※詳しくは５月に送付される納税通知書、または群馬県ホームページ【（https://www.pref.gunma.jp/）にアクセ
スし、「自動車税特集」で検索】でご確認ください。
●その他　口座振替納税をご利用の場合、５月３１日（金）が引き落とし日となりますので、前営業日までに預金
残高を必ずご確認ください。これから申し込まれる場合は、令和７年度の納税からのご利用となります。
　なお、軽自動車、バイクには軽自動車税（種別割）がかかります。詳しくは、下仁田町役場住民税務課にお問い
合わせください。
●問い合わせ
　富岡行政県税事務所　　　　☎0274―63―2245
　又は群馬県自動車税事務所　☎027―263―4343

５月は自動車税（種別割）の納期です

　自動車税（県税）を役場会計課窓口で納付していただくと、その取扱い事務費として、後日県から納付額の２％
が町に交付されます。
　昨年度町では約１，３００万円の県税を取扱い、その事務費として約２６万円が県から交付され、町の貴重
な財源となりました。
　自動車税（県税）を納付の際は、役場会計課窓口をご利用いただき、町の収入増にご協力ください。
※不動産取得税や個人の事業税（県税）も役場会計課窓口で納付できます。
●問い合わせ　会計課　☎82―2114（直通）

自動車税等の役場会計課での納付のお願い

　障害者手帳をお持ちの方で、軽自動車の所有者が、障害の程度など一定の条件を満たしている場合には、申請
により軽自動車税（種別割）が減免になる制度があります。役場に納税通知書・障害者手帳・運転免許証をお持ち
いただき、減免申請をしてください。なお、普通自動車にも同様の制度がありますが、どちらも所有している場合、
減免をすることができるのはどちらか１台のみです。
　特種用途自動車（身体障害者用の車両）の所有者は、その形状により該当するものは減免の対象となります。役
場に納税通知書・運転免許証・車検証・特別な仕様が確認できる書類をお持ちいただき、減免申請をしてくださ
い。
●車検を必要とする車両で、口座振替をした場合の車検用納税証明書について　
　車検を必要とする車両で、軽自動車税（種別割）を口座振替で納付いただいた方には、車検に必要な納税証明
書を６月中旬に発送いたします。
　その通知書が届くまでの間に、納税証明書が早急に必要な場合は、軽自動車税が振替されたことを記帳した通
帳を持参して、町役場税務係へお越しください。振替が確認できれば、「税証明等交付（閲覧）申請書」の提出によ
り、その場で納税証明書を発行いたします。
●問い合わせ　住民税務課税務係　☎82―2113（直通）

軽自動車税（種別割）の減免申請は５月２４日（金）までに！

1

2

3

支出日

3月9日

3月19日

3月24日

支出区分

会費

会費

会費

下仁田町議会　祝賀会

山際稲荷神社例大祭

支出金額

5,000

5,000

5,000

15,000

支出内容支

(3月分) (単位:円)

3月分 計

●概　　要　e-Taxで申告等データを送信する際に、必要事項にチェックするだけで、各申告手続きの法定
納期限当日に自動的に口座引落としにより納付ができる、便利なダイレクト納付の方法です。
※法定納期限当日に申告手続きをした場合は、翌取引日に口座引落とし
●利用可能な方　ダイレクト納付利用届出書を提出し、登録が完了している方
●利用条件　次の全ての条件に該当する場合に利用できます。
　○令和６年４月１日以降、法定納期限が到来する申告手続
　○法定納期限内に申告手続をする場合
　○申告による納付税額が利用可能額を超えない場合
●利用可能額
　○【法定納期限前日までに手続を行った場合】各金融機関の利用可能額の上限によります。
　　（従来のダイレクト納付の利用可能額と同じ）
　○【法定納期限当日に手続を行った場合】上記利用可能額又は次の金額のうち、低い金額
　※申告による納付税額が下表の金額を超える場合は、自動ダイレクトを利用できません。

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
令和６年４月から自動ダイレクトが始まりました！

令和６年４月１日～令和８年３月31日

令和８年４月１日～令和10年３月31日

令和10年４月1日以降

１，０００万円以下

３，０００万円以下

１億円以下

申告等データの送信日 金額

富岡中央ロータリークラブ
30周年記念式典

令和５年度　町長交際費
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　自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在で、運輸支局に登録されている自動車の所有者に課税されます。５月
上旬に自動車税事務所から送付される納税通知書により、納期限までに納めてください。
●納期限　５月３１日（金）
●納税場所　県内の金融機関のほか、「地方税統一QRコード」対応の全国の金融機関、郵便局、県自動車税事務
所、行政県税事務所、コンビニエンスストアでの納税に加え、「地方税お支払サイト」を利用して、クレジットカード
やインターネットバンキングで納税できます。また、スマートフォンアプリやPay-easy（ペイジー）対応のインター
ネットバンキング・ＡＴＭからも納付できます。※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※詳しくは５月に送付される納税通知書、または群馬県ホームページ【（https://www.pref.gunma.jp/）にアクセ
スし、「自動車税特集」で検索】でご確認ください。
●その他　口座振替納税をご利用の場合、５月３１日（金）が引き落とし日となりますので、前営業日までに預金
残高を必ずご確認ください。これから申し込まれる場合は、令和７年度の納税からのご利用となります。
　なお、軽自動車、バイクには軽自動車税（種別割）がかかります。詳しくは、下仁田町役場住民税務課にお問い
合わせください。
●問い合わせ
　富岡行政県税事務所　　　　☎0274―63―2245
　又は群馬県自動車税事務所　☎027―263―4343

５月は自動車税（種別割）の納期です

　自動車税（県税）を役場会計課窓口で納付していただくと、その取扱い事務費として、後日県から納付額の２％
が町に交付されます。
　昨年度町では約１，３００万円の県税を取扱い、その事務費として約２６万円が県から交付され、町の貴重
な財源となりました。
　自動車税（県税）を納付の際は、役場会計課窓口をご利用いただき、町の収入増にご協力ください。
※不動産取得税や個人の事業税（県税）も役場会計課窓口で納付できます。
●問い合わせ　会計課　☎82―2114（直通）

自動車税等の役場会計課での納付のお願い

　障害者手帳をお持ちの方で、軽自動車の所有者が、障害の程度など一定の条件を満たしている場合には、申請
により軽自動車税（種別割）が減免になる制度があります。役場に納税通知書・障害者手帳・運転免許証をお持ち
いただき、減免申請をしてください。なお、普通自動車にも同様の制度がありますが、どちらも所有している場合、
減免をすることができるのはどちらか１台のみです。
　特種用途自動車（身体障害者用の車両）の所有者は、その形状により該当するものは減免の対象となります。役
場に納税通知書・運転免許証・車検証・特別な仕様が確認できる書類をお持ちいただき、減免申請をしてくださ
い。
●車検を必要とする車両で、口座振替をした場合の車検用納税証明書について　
　車検を必要とする車両で、軽自動車税（種別割）を口座振替で納付いただいた方には、車検に必要な納税証明
書を６月中旬に発送いたします。
　その通知書が届くまでの間に、納税証明書が早急に必要な場合は、軽自動車税が振替されたことを記帳した通
帳を持参して、町役場税務係へお越しください。振替が確認できれば、「税証明等交付（閲覧）申請書」の提出によ
り、その場で納税証明書を発行いたします。
●問い合わせ　住民税務課税務係　☎82―2113（直通）

軽自動車税（種別割）の減免申請は５月２４日（金）までに！

1

2

3

支出日

3月9日

3月19日

3月24日

支出区分

会費

会費

会費

下仁田町議会　祝賀会

山際稲荷神社例大祭

支出金額

5,000

5,000

5,000

15,000

支出内容支

(3月分) (単位:円)

3月分 計

●概　　要　e-Taxで申告等データを送信する際に、必要事項にチェックするだけで、各申告手続きの法定
納期限当日に自動的に口座引落としにより納付ができる、便利なダイレクト納付の方法です。
※法定納期限当日に申告手続きをした場合は、翌取引日に口座引落とし
●利用可能な方　ダイレクト納付利用届出書を提出し、登録が完了している方
●利用条件　次の全ての条件に該当する場合に利用できます。
　○令和６年４月１日以降、法定納期限が到来する申告手続
　○法定納期限内に申告手続をする場合
　○申告による納付税額が利用可能額を超えない場合
●利用可能額
　○【法定納期限前日までに手続を行った場合】各金融機関の利用可能額の上限によります。
　　（従来のダイレクト納付の利用可能額と同じ）
　○【法定納期限当日に手続を行った場合】上記利用可能額又は次の金額のうち、低い金額
　※申告による納付税額が下表の金額を超える場合は、自動ダイレクトを利用できません。

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
令和６年４月から自動ダイレクトが始まりました！

令和６年４月１日～令和８年３月31日

令和８年４月１日～令和10年３月31日

令和10年４月1日以降

１，０００万円以下

３，０００万円以下

１億円以下

申告等データの送信日 金額

富岡中央ロータリークラブ
30周年記念式典

令和５年度　町長交際費
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半
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。

　
こ
の
事
業
は
、自
治
の
原
点
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
助
成
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
を
図
る
と
と
も
に
、宝
く
じ
の
普
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広
報
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う
こ
と
を
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と
し
て
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ま
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は
身
近
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で
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っ
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い
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〜
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テ
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事
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行政情報行政情報

令和5年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況は次のとおりです
１　情報公開の状況 

２　個人情報保護制度の運用状況 

件　数 公　開 一　部 非公開 拒　否 文書無 処理中所　属

企画課

教育課

住民税務課

福祉課

合　　　計

0

0

1

0

1

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

■問い合わせ　総務課　行政係　（内線３０2）

　　　口頭による個人情報の公開請求件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報の訂正の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報の削除の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報取扱の是正の申出件数及び処理の状況（〃）

（３）
（４）
（５）
（６）

　　　個人情報取扱の苦情の申出件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報取扱の苦情の相談件数及び処理の状況（〃）
　　　不服申立の状況及び処理状況（〃） 
　　　個人情報提供の状況及び処理状況

（７）
（８）
（９）
（10）

（１）
（２）
　　　個人情報取扱事務の届出状況（継続２０８件）
　　　個人情報公開の請求件数及び処理の状況

　　　情報公開の請求件数及び処理の状況（１）

　　　不服申立の状況及び処理状況（0件）（２）

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉課
保健課
合　　計

5
0
5

5
0
5

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

総務課

住民税務課

福祉課

合　計

4

6

364

374

4

6

364

374

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

国
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保
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期
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で
に
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め
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し
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う
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０
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。
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期
限
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の
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日
の
場
合
は
翌
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で
す
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に
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融
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ト
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。

　
保
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書
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間
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。
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険
料
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れ
が
な

く
便
利
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座
振
替
の
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利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
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金
で
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付
す
る
よ
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率
も
大
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得
な
振
替
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を

免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
に
て
ご
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談
く
だ
さ
い
。

●
問
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わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

下仁田町の介護保険料について
〇令和６年度から令和８年度における下仁田町の介護保険料は下記のとおり決まりました。
13段階の区分は、本人の所得や住民税の課税状況及び同一世帯員の住民税の課税状況などによって以下のように
設定され、区分ごとの保険料率に基づいて算定されます。
下仁田町の基準額　70,200円（年額）

※第１段階から第３段階までは公費による軽減措置がされています。
※保険料率の（）内は、低所得者の軽減前の乗率です。 
令和６年度から令和８年度までを計画期間とする「下仁田町高齢者福祉計画及び下仁田町介護保険事業計画」を
策定いたしました。役場町民ホールにて閲覧ができますので是非ご覧ください。 
●問い合わせ　福祉課　介護保険係　☎64-8802

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

20,000円

34,000円

48,000円

63,100円

70,200円

84,200円

91,200円

105,300円

119,300円

133,300円

147,400円

161,400円

168,400円

0.9

基準額

1.2

1.3

1.5

1.7

1.9

2.1

2.3

2.4

対象者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が120万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が120万円以上210万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が210万円以上320万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が320万円以上420万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が420万円以上520万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が520万円以上620万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が620万円以上720万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が720万円以上の者

割合 保険料（年額）

0.285
（0.455）
0.485
（0.685）
0.685
（0.69）

●所得区分別年額介護保険料

　
町
長
車
の
運
転
手
を
募
集
し
ま

す
。
出
勤
可
能
な
日
が
少
な
い
、
な

ど
条
件
が
気
に
な
る
方
も
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
業
務
内
容

町
長
車
の
運
転
、
給
油
、
関
連
雑
務

等●
内
容

町
長
の
公
務
に
お
け
る
町
長
車
（
ク

ラ
ウ
ン
）
の
運
転

●
条
件

応
募
時
の
年
齢
が
65
歳
以
下
で
あ
る

こ
と 急

募
！
町
長
車
の
運
転
業
務

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
秘
書
係
　
☎
82
―
２
１
１
１

（
内
線
５
０
３
）

※
５
月
31
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い

・生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税者
・世帯全員が住民税非課税者で、「課税年金収入額+合計所得金額」が80 万円以下の者

・本人は住民税非課税者（同一世帯内に住民税課税者あり）で
「課税年金収入額+合計所得金額」が８０万円を超える者

・本人は住民税非課税者（同一世帯内に住民税課税者あり）で
「課税年金収入額+合計所得金額」が８０万円以下の者

・世帯全員が住民税非課税者で、「課税年金収入額+合計所得金額」が120 万円を
　超える者

・世帯全員が住民税非課税者で、「課税年金収入額+合計所得金額」が80 万円を超え
　120万円以下の者
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行政情報行政情報

令和5年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況は次のとおりです
１　情報公開の状況 

２　個人情報保護制度の運用状況 

件　数 公　開 一　部 非公開 拒　否 文書無 処理中所　属

企画課

教育課

住民税務課

福祉課

合　　　計

0

0

1

0

1

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

■問い合わせ　総務課　行政係　（内線３０2）

　　　口頭による個人情報の公開請求件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報の訂正の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報の削除の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報取扱の是正の申出件数及び処理の状況（〃）

（３）
（４）
（５）
（６）

　　　個人情報取扱の苦情の申出件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報取扱の苦情の相談件数及び処理の状況（〃）
　　　不服申立の状況及び処理状況（〃） 
　　　個人情報提供の状況及び処理状況

（７）
（８）
（９）
（10）

（１）
（２）
　　　個人情報取扱事務の届出状況（継続２０８件）
　　　個人情報公開の請求件数及び処理の状況

　　　情報公開の請求件数及び処理の状況（１）

　　　不服申立の状況及び処理状況（0件）（２）

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉課
保健課
合　　計

5
0
5

5
0
5

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

総務課

住民税務課

福祉課

合　計

4

6

364

374

4

6

364

374

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
１
６
、
９
８
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月

末
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
６
年
度
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お

近
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の
金
融
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関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
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ト
ア
な
ど
で
納
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お
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い
し
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す
。

　
保
険
料
を
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め
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・

個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な

く
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ

り
割
引
率
も
大
き
く
お
得
な
振
替
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を

免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

下仁田町の介護保険料について
〇令和６年度から令和８年度における下仁田町の介護保険料は下記のとおり決まりました。
13段階の区分は、本人の所得や住民税の課税状況及び同一世帯員の住民税の課税状況などによって以下のように
設定され、区分ごとの保険料率に基づいて算定されます。
下仁田町の基準額　70,200円（年額）

※第１段階から第３段階までは公費による軽減措置がされています。
※保険料率の（）内は、低所得者の軽減前の乗率です。 
令和６年度から令和８年度までを計画期間とする「下仁田町高齢者福祉計画及び下仁田町介護保険事業計画」を
策定いたしました。役場町民ホールにて閲覧ができますので是非ご覧ください。 
●問い合わせ　福祉課　介護保険係　☎64-8802

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

20,000円

34,000円

48,000円

63,100円

70,200円

84,200円

91,200円

105,300円

119,300円

133,300円

147,400円

161,400円

168,400円

0.9

基準額

1.2

1.3

1.5

1.7

1.9

2.1

2.3

2.4

対象者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が120万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が120万円以上210万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が210万円以上320万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が320万円以上420万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が420万円以上520万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が520万円以上620万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が620万円以上720万円未満の者

・本人が住民税課税者で、合計所得金額が720万円以上の者

割合 保険料（年額）

0.285
（0.455）
0.485
（0.685）
0.685
（0.69）

●所得区分別年額介護保険料
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・生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税者
・世帯全員が住民税非課税者で、「課税年金収入額+合計所得金額」が80 万円以下の者

・本人は住民税非課税者（同一世帯内に住民税課税者あり）で
「課税年金収入額+合計所得金額」が８０万円を超える者

・本人は住民税非課税者（同一世帯内に住民税課税者あり）で
「課税年金収入額+合計所得金額」が８０万円以下の者

・世帯全員が住民税非課税者で、「課税年金収入額+合計所得金額」が120 万円を
　超える者

・世帯全員が住民税非課税者で、「課税年金収入額+合計所得金額」が80 万円を超え
　120万円以下の者
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行政情報行政情報

　下仁田町と富岡市、南牧村、甘楽町の１市２町１村で構成する富岡甘楽広域消防本部では、消防組織再
編計画（平成２７年１２月策定。以下「計画」という。）にもとづき、管内消防署の再編成を進めており
ます。令和８年度には下仁田消防署は下仁田分署に名称変更し、新庁舎での業務開始を予定しています。
町民の生命・財産を守る防災拠点となる消防署の現状と今後の計画についてお知らせします。

　消防組織再編にもとづき、令和２年３月には甘楽分署が新庁舎での業務を開始しました。現在は消防本
部・富岡消防署の新庁舎建設を行っており、令和６年度中の開署を予定しており業務開始にあわせ、一ノ
宮分署を閉鎖する計画です。また、南牧分署の新庁舎も現在建設中であり、令和６年度中の業務開始を予
定しています。最後に下仁田分署については、令和７年度に庁舎新築工事を開始し、令和８年度に業務を
開始し、併せて妙義分署・西牧分遣所を閉鎖する予定です。
　この計画に基づく下仁田分署の建設用地の選定には、①敷地面積は、２，０００～２，５００㎡である
こと、②建設場所は、西牧地区や旧妙義地区への出動を考慮して中小坂信号付近であること、③迅速な出
動のため国道または県道に接していること、④警戒区域外・警戒区域対策が可能な場所であることという
４つの要件があります。
　この選定要件を踏まえ令和５年５月に、議会議員（議長、総務常任委員長、社会経済常任委員長）、区
長会（区長会長、小坂地区代表区長、西牧地区代表区長）、消防関係者（消防団長、消防団副団長、下仁
田消防署長）による「下仁田消防署建設用地選定委員会」を設置し、新庁舎の建設場所について協議検討
を行いました。検討委員会では、要件となる敷地を確保できる土地について、土地形状や建設にあたって
の造成の必要性、国道へのアクセス等、候補地の比較検討を行い、全会一致で旧小坂小学校が最適地との
結論に至りました。また、用地選定委員会では、小学校の広大な敷地を最大限活用するため、老朽化した
校舎・体育館を解体し、消防団詰所や避難所を建設し、地域の防災拠点として頂きたいとの要望を付帯意
見とすることで決しました。そして、令和５年７月２０日、下仁田消防署建設用地選定委員会長（議会議
長）から町長へ答申書が提出されました。
　この答申を受け、町は委員会の答申どおり旧小坂小学校を下仁田消防署庁舎建設用地として決定しまし
た。
　また、委員会からの付帯意見を尊重し、校舎と体育館を解体し、その跡地を活用して消防団第３分団詰
所や防災倉庫を備えた研修施設（避難所）の建設も実施していきます。

●令和６年度　
下仁田町：校舎及び体育館の解体、分署建設用地の地質調査及び造成、消防団詰所・防災施設の設計
消防本部：下仁田分署新庁舎の設計
●令和７年度
下仁田町：消防団詰所及び防災倉庫を備えた防災研修施設（避難所）の建設
消防本部：下仁田分署の建設
●令和８年度　
下仁田町：消防団詰所・防災研修施設共用開始
消防本部：下仁田分署新庁舎供用開始

　現在の下仁田消防署庁舎は、建設から４１年が経過しており、西牧分遣所については４７年が経過し
ております。また、広域消防本部の組織体制である１本部２消防署４分署１分遣所体制（計画策定当
時）では、配置される当務職員の人数が限られ、出動要請に十分に対応できない状況であることから、
分散している署所を統合することにより、消防力の強化を図りたいとするものです。

下仁田消防署・西牧分遣所の現状

これまでの経過

今後の計画

●建設用地選定に関する問い合わせ
総務課財政係　☎６４－８８００
●消防署新庁舎建設に関する問い合わせ
富岡甘楽広域消防本部
総務課　☎６２－４３２５

問い合わせ

▲現在の下仁田消防署（昭和58年築） △現在の西牧分遣所（昭和52年築）

下仁田消防署 移転のお知らせ

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

5/16（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：9：00～12：00

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

5/14（火）

１０：００～１１：３０
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行政情報行政情報

　下仁田町と富岡市、南牧村、甘楽町の１市２町１村で構成する富岡甘楽広域消防本部では、消防組織再
編計画（平成２７年１２月策定。以下「計画」という。）にもとづき、管内消防署の再編成を進めており
ます。令和８年度には下仁田消防署は下仁田分署に名称変更し、新庁舎での業務開始を予定しています。
町民の生命・財産を守る防災拠点となる消防署の現状と今後の計画についてお知らせします。

　消防組織再編にもとづき、令和２年３月には甘楽分署が新庁舎での業務を開始しました。現在は消防本
部・富岡消防署の新庁舎建設を行っており、令和６年度中の開署を予定しており業務開始にあわせ、一ノ
宮分署を閉鎖する計画です。また、南牧分署の新庁舎も現在建設中であり、令和６年度中の業務開始を予
定しています。最後に下仁田分署については、令和７年度に庁舎新築工事を開始し、令和８年度に業務を
開始し、併せて妙義分署・西牧分遣所を閉鎖する予定です。
　この計画に基づく下仁田分署の建設用地の選定には、①敷地面積は、２，０００～２，５００㎡である
こと、②建設場所は、西牧地区や旧妙義地区への出動を考慮して中小坂信号付近であること、③迅速な出
動のため国道または県道に接していること、④警戒区域外・警戒区域対策が可能な場所であることという
４つの要件があります。
　この選定要件を踏まえ令和５年５月に、議会議員（議長、総務常任委員長、社会経済常任委員長）、区
長会（区長会長、小坂地区代表区長、西牧地区代表区長）、消防関係者（消防団長、消防団副団長、下仁
田消防署長）による「下仁田消防署建設用地選定委員会」を設置し、新庁舎の建設場所について協議検討
を行いました。検討委員会では、要件となる敷地を確保できる土地について、土地形状や建設にあたって
の造成の必要性、国道へのアクセス等、候補地の比較検討を行い、全会一致で旧小坂小学校が最適地との
結論に至りました。また、用地選定委員会では、小学校の広大な敷地を最大限活用するため、老朽化した
校舎・体育館を解体し、消防団詰所や避難所を建設し、地域の防災拠点として頂きたいとの要望を付帯意
見とすることで決しました。そして、令和５年７月２０日、下仁田消防署建設用地選定委員会長（議会議
長）から町長へ答申書が提出されました。
　この答申を受け、町は委員会の答申どおり旧小坂小学校を下仁田消防署庁舎建設用地として決定しまし
た。
　また、委員会からの付帯意見を尊重し、校舎と体育館を解体し、その跡地を活用して消防団第３分団詰
所や防災倉庫を備えた研修施設（避難所）の建設も実施していきます。

●令和６年度　
下仁田町：校舎及び体育館の解体、分署建設用地の地質調査及び造成、消防団詰所・防災施設の設計
消防本部：下仁田分署新庁舎の設計
●令和７年度
下仁田町：消防団詰所及び防災倉庫を備えた防災研修施設（避難所）の建設
消防本部：下仁田分署の建設
●令和８年度　
下仁田町：消防団詰所・防災研修施設共用開始
消防本部：下仁田分署新庁舎供用開始

　現在の下仁田消防署庁舎は、建設から４１年が経過しており、西牧分遣所については４７年が経過し
ております。また、広域消防本部の組織体制である１本部２消防署４分署１分遣所体制（計画策定当
時）では、配置される当務職員の人数が限られ、出動要請に十分に対応できない状況であることから、
分散している署所を統合することにより、消防力の強化を図りたいとするものです。

下仁田消防署・西牧分遣所の現状

これまでの経過

今後の計画

●建設用地選定に関する問い合わせ
総務課財政係　☎６４－８８００
●消防署新庁舎建設に関する問い合わせ
富岡甘楽広域消防本部
総務課　☎６２－４３２５

問い合わせ

▲現在の下仁田消防署（昭和58年築） △現在の西牧分遣所（昭和52年築）

下仁田消防署 移転のお知らせ

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

5/16（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：9：00～12：00

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場
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月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

5/14（火）

１０：００～１１：３０
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　さわやかな涼しさを演出してくれる山野草の可憐なこけ玉。お部屋にグリーンのアクセントとして飾れば、眺め
ているだけで、インテリアとしてのかわいいこけ玉に癒されます。みなさんも一緒に作ってみませんか。お待ちして
います。
●期　日　６月５日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●時　間　午後１時３０分～
●場　所　下仁田町公民館３階　大会議室
●対　象　成人
●定　員　１５人（先着順）
●講　師　田中宏一先生（甘楽町鉢植えクラブ会長）　　　　　　
●材料費　８００円
●募集開始　５月１日（水）～３０（木）
●問合せ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

令和6年
第474号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

盆栽風コケ玉作り教室のご案内盆栽風コケ玉作り教室のご案内

　今回は、本場中国出身の講師をお迎えし、手軽に作れて、おもてなしには最適の美味しいモチモチ水餃子を作
ります。皮も餡も手作りする本格料理。皮の伸ばし方、餡の包み方のコツや美味しい秘伝のたれの作り方も教えて
いただけます。そのほか酸辣湯（スウアンラータン）や豆板醤（トウバンジャン）の和え物も作ります。ぜひご参加く
ださい。
●期　日　６月６日（木）　
●時　間　午前９時～午後１時
●場　所　下仁田町公民館　２階　栄養学習室　　　　　　　
●対　象　成　人
●定　員　２０名（先着順）
●講　師　劉（りゅう）秀瑛（しゅうえい）先生（富岡市）
●材料代　６００円
●持ち物　エプロン・三角巾
●募集期間　５月１日（水）～２４日（金）
●問合せ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

皮から作ろう！美味しい！手づくり水餃子皮から作ろう！美味しい！手づくり水餃子
本格中華の味をご家庭に！

「飲茶作り教室-第２弾」参加者募集！！
本格中華の味をご家庭に！

「飲茶作り教室-第２弾」参加者募集！！
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平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
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公民館だより公民館だより

　公民館図書室では、月２回、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせを開催します。楽しい絵本がいっぱい
の図書室へお子様とご一緒にお気軽におでかけください。
●期　日　５月１５日・２９日（第３・第５水曜日）
●時　間　午前１０時～（午前の部）　午後３時～（午後の部）　約１０分程度
　　　　　開始時間は、あくまでも目安です。午後の部は、午後４時３０分までの間、ご希望によりお声掛けをい
　　　　　ただければ、随時職員が対応します。
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室

図書室掲示板図書室掲示板 ～絵本の読み聞かせのお知らせ～～絵本の読み聞かせのお知らせ～
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　さわやかな涼しさを演出してくれる山野草の可憐なこけ玉。お部屋にグリーンのアクセントとして飾れば、眺め
ているだけで、インテリアとしてのかわいいこけ玉に癒されます。みなさんも一緒に作ってみませんか。お待ちして
います。
●期　日　６月５日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●時　間　午後１時３０分～
●場　所　下仁田町公民館３階　大会議室
●対　象　成人
●定　員　１５人（先着順）
●講　師　田中宏一先生（甘楽町鉢植えクラブ会長）　　　　　　
●材料費　８００円
●募集開始　５月１日（水）～３０（木）
●問合せ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

令和6年
第474号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

盆栽風コケ玉作り教室のご案内盆栽風コケ玉作り教室のご案内

　今回は、本場中国出身の講師をお迎えし、手軽に作れて、おもてなしには最適の美味しいモチモチ水餃子を作
ります。皮も餡も手作りする本格料理。皮の伸ばし方、餡の包み方のコツや美味しい秘伝のたれの作り方も教えて
いただけます。そのほか酸辣湯（スウアンラータン）や豆板醤（トウバンジャン）の和え物も作ります。ぜひご参加く
ださい。
●期　日　６月６日（木）　
●時　間　午前９時～午後１時
●場　所　下仁田町公民館　２階　栄養学習室　　　　　　　
●対　象　成　人
●定　員　２０名（先着順）
●講　師　劉（りゅう）秀瑛（しゅうえい）先生（富岡市）
●材料代　６００円
●持ち物　エプロン・三角巾
●募集期間　５月１日（水）～２４日（金）
●問合せ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

皮から作ろう！美味しい！手づくり水餃子皮から作ろう！美味しい！手づくり水餃子
本格中華の味をご家庭に！

「飲茶作り教室-第２弾」参加者募集！！
本格中華の味をご家庭に！
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の図書室へお子様とご一緒にお気軽におでかけください。
●期　日　５月１５日・２９日（第３・第５水曜日）
●時　間　午前１０時～（午前の部）　午後３時～（午後の部）　約１０分程度
　　　　　開始時間は、あくまでも目安です。午後の部は、午後４時３０分までの間、ご希望によりお声掛けをい
　　　　　ただければ、随時職員が対応します。
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～5月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～5月イベントのご案内～

「女性村 ねぎぼうず」～5月オープン予定のお部屋～「女性村 ねぎぼうず」～5月オープン予定のお部屋～

♦稲村 なお子「日本のうたコンサート」(歌手)

●日　時：令和６年５月５日（日）１３：００～１時間程度※こどもの日　ぜひ親子でご参加ください！！
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦植物学者　里見 哲夫 氏（元下仁田町教育長）による「遊びと学びの自然教室」＜講　座＞

２４年間、共に歩いたフジコヘミングさんの友人のお話の会
●日　時：令和６年５月１１日（土）１４：００～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦松富 祥子「フジコ・ヘミングという女性の生き方」

●日　時：令和６年５月１２日（日）
●＜講　座＞１０：００～１０：４０　「山里の白い樹木の花」　どんな樹木の白い花があるか、なぜこの時季白い花が多いかなどのお話
　＜散　策＞１１：００～１２：３０　「周辺の里山小道を歩く」新緑に染まった川沿いの里山小道を歩きながらの自然散策
●費　用：無料　※事前のお申込みが必要（先着１５名、講座と散策どちらかだけでも参加可）

♦森林インストラクター　黛 治男 氏による「里山クラブ」

毎年出かけるバリ島の体験談やバリ島のスケッチなどを披露していただきます
●日　時：令和６年５月１２日（日）１３：３０～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦画家　黛 一子 氏の談話室「バリ島ぶらぶら歩き」＜講　座＞

●日　時：令和６年５月２５日（土）１３：００～（１時間半程度）
●費　用：３，０００円／人（材料費込み）　※事前のお申込みが必要（～５／１７まで）
※作った寄せ植えはお持ち帰りいただけます。

♦多田 欣也 氏による「ガーデニング教室」～春の花の寄せ植え～

●日　時：令和６年５月２５日（土）１４：３０～１５：３０
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦相川 厚 医師による「生き生き健康教室」～成人病を乗り切ろう！！～＜講　座＞

●日　時：令和６年５月１１日（土）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦高橋 美清（たかはし びせい）尼僧による青空説法（第８回）

日々変化する手相から、暮らしのヒント、開運、運勢を占ってみませんか。
●日　時：令和６年５月１１日（土）１０：００～１６：００
●費　用：１，０００円／１０分　※事前のお申込みが必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦手相鑑定～浅野 美由紀 先生の開運占い～

現在展示してあるフジコヘミングの絵画は新しい作品と入れ替え、パート２として展示されます。
所蔵していらっしゃる蘭日出哉獣医師のお話の日もあります。

♦フジコ・ヘミング絵画展　パート２

●年会費：５００円　ガーデニング教室や小物作り　講習会メンバー割引あり　年二回（夏・冬）懇親会あり　プレゼントあり
※お申込み・お問い合わせは当協会までご連絡ください。

【お知らせ】「きんやファン倶楽部」メンバー大募集！！多田 欣也 氏のファン倶楽部メンバーを募集しております。

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。（「里山クラブ」の自然散策は移動あり）
各イベントにつきましては、諸事情により日程変更や中止となる可能性がございます。
ご参加の際には、事前に当協会ホームページまたはお電話にて最新情報をご確認頂けますようお願い致します。

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

●日　時：令和６年５月４日（土）１３：３０～
●費　用：１，０００円　※事前のお申込みが不要

5月、いよいよ春本番、緑と花、生き物たちの謳歌の時期です。ねぎぼうず館は、5月1日から5月12日まで毎日10時からオープンしております。
どれどれ、何 と々、ご興味のまま御足をお運びくださいませ。里見哲夫先生の自然の部屋も一度はご覧いただきたく思います。
5月、いよいよ春本番、緑と花、生き物たちの謳歌の時期です。ねぎぼうず館は、5月1日から5月12日まで毎日10時からオープンしております。
どれどれ、何 と々、ご興味のまま御足をお運びくださいませ。里見哲夫先生の自然の部屋も一度はご覧いただきたく思います。

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　３月９日（土）下仁田町公民館大会議室にて令和５年度ジオパーク学術奨励金の成果報告会を行い
ました。黒内山（馬山地区）の地質を研究した研究者や、下仁田町内に生息するカタツムリを研究した
研究者の方に、分かり易く研究成果をお話しいただきました。どちらの研究も下仁田ジオパークをもっと
分かり易く表現できる研究成果で、今後の
成果が楽しみになるお話でした。
　引き続き交流を続けながら、ジオパーク
推進に活かしていこうと思います。

　５月のジオの日清掃は下仁田イ
ンター付近で美化活動を行いま
す。
　清掃終了後はミニジオ講座もあ
りますので、ぜひご参加ください。

●日　時　５月２０日（月）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　下仁田納豆南田本店　
　　　　　駐車場
●持ち物　軍手、長靴など作業し
　　　　　やすい服装

＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

令和５年度ジオパーク学術奨励金成果報告会を開催しました

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

季節を感じる
下仁田ジオツアー開催します

季節を感じる
下仁田ジオツアー開催します
『関東一を目指すあじさい園と鏑川が作った
段丘を巡る』
●日　時　６月１５日（土）午前９時～１１時

　下仁田インター周辺の段丘崖にあじさいが
咲き誇る頃に、馬山地区の丘陵をガイドとと
もに歩くツアーを開催します。
ぜひご参加ください。
●参加費　８００円（あじさい園協力金含）
●持ち物　歩きやすい服・動きやすい靴・
　　　　　飲料など（解散後あじさい園を
　　　　　見学できます）
●集　合　下仁田あじさい園駐車場
●定　員　２０名（先着順）
●申込み　下仁田町自然史館まで

19 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 1818広
報しもにた



女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～5月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～5月イベントのご案内～

「女性村 ねぎぼうず」～5月オープン予定のお部屋～「女性村 ねぎぼうず」～5月オープン予定のお部屋～

♦稲村 なお子「日本のうたコンサート」(歌手)

●日　時：令和６年５月５日（日）１３：００～１時間程度※こどもの日　ぜひ親子でご参加ください！！
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦植物学者　里見 哲夫 氏（元下仁田町教育長）による「遊びと学びの自然教室」＜講　座＞

２４年間、共に歩いたフジコヘミングさんの友人のお話の会
●日　時：令和６年５月１１日（土）１４：００～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦松富 祥子「フジコ・ヘミングという女性の生き方」

●日　時：令和６年５月１２日（日）
●＜講　座＞１０：００～１０：４０　「山里の白い樹木の花」　どんな樹木の白い花があるか、なぜこの時季白い花が多いかなどのお話
　＜散　策＞１１：００～１２：３０　「周辺の里山小道を歩く」新緑に染まった川沿いの里山小道を歩きながらの自然散策
●費　用：無料　※事前のお申込みが必要（先着１５名、講座と散策どちらかだけでも参加可）

♦森林インストラクター　黛 治男 氏による「里山クラブ」

毎年出かけるバリ島の体験談やバリ島のスケッチなどを披露していただきます
●日　時：令和６年５月１２日（日）１３：３０～１５：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦画家　黛 一子 氏の談話室「バリ島ぶらぶら歩き」＜講　座＞

●日　時：令和６年５月２５日（土）１３：００～（１時間半程度）
●費　用：３，０００円／人（材料費込み）　※事前のお申込みが必要（～５／１７まで）
※作った寄せ植えはお持ち帰りいただけます。

♦多田 欣也 氏による「ガーデニング教室」～春の花の寄せ植え～

●日　時：令和６年５月２５日（土）１４：３０～１５：３０
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦相川 厚 医師による「生き生き健康教室」～成人病を乗り切ろう！！～＜講　座＞

●日　時：令和６年５月１１日（土）１３：００～１４：００
●費　用：無料　※事前のお申込みが不要

♦高橋 美清（たかはし びせい）尼僧による青空説法（第８回）

日々変化する手相から、暮らしのヒント、開運、運勢を占ってみませんか。
●日　時：令和６年５月１１日（土）１０：００～１６：００
●費　用：１，０００円／１０分　※事前のお申込みが必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦手相鑑定～浅野 美由紀 先生の開運占い～

現在展示してあるフジコヘミングの絵画は新しい作品と入れ替え、パート２として展示されます。
所蔵していらっしゃる蘭日出哉獣医師のお話の日もあります。

♦フジコ・ヘミング絵画展　パート２

●年会費：５００円　ガーデニング教室や小物作り　講習会メンバー割引あり　年二回（夏・冬）懇親会あり　プレゼントあり
※お申込み・お問い合わせは当協会までご連絡ください。

【お知らせ】「きんやファン倶楽部」メンバー大募集！！多田 欣也 氏のファン倶楽部メンバーを募集しております。

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。（「里山クラブ」の自然散策は移動あり）
各イベントにつきましては、諸事情により日程変更や中止となる可能性がございます。
ご参加の際には、事前に当協会ホームページまたはお電話にて最新情報をご確認頂けますようお願い致します。

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

●日　時：令和６年５月４日（土）１３：３０～
●費　用：１，０００円　※事前のお申込みが不要

5月、いよいよ春本番、緑と花、生き物たちの謳歌の時期です。ねぎぼうず館は、5月1日から5月12日まで毎日10時からオープンしております。
どれどれ、何 と々、ご興味のまま御足をお運びくださいませ。里見哲夫先生の自然の部屋も一度はご覧いただきたく思います。
5月、いよいよ春本番、緑と花、生き物たちの謳歌の時期です。ねぎぼうず館は、5月1日から5月12日まで毎日10時からオープンしております。
どれどれ、何 と々、ご興味のまま御足をお運びくださいませ。里見哲夫先生の自然の部屋も一度はご覧いただきたく思います。

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　３月９日（土）下仁田町公民館大会議室にて令和５年度ジオパーク学術奨励金の成果報告会を行い
ました。黒内山（馬山地区）の地質を研究した研究者や、下仁田町内に生息するカタツムリを研究した
研究者の方に、分かり易く研究成果をお話しいただきました。どちらの研究も下仁田ジオパークをもっと
分かり易く表現できる研究成果で、今後の
成果が楽しみになるお話でした。
　引き続き交流を続けながら、ジオパーク
推進に活かしていこうと思います。

　５月のジオの日清掃は下仁田イ
ンター付近で美化活動を行いま
す。
　清掃終了後はミニジオ講座もあ
りますので、ぜひご参加ください。

●日　時　５月２０日（月）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　下仁田納豆南田本店　
　　　　　駐車場
●持ち物　軍手、長靴など作業し
　　　　　やすい服装

＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
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●
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Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

令和５年度ジオパーク学術奨励金成果報告会を開催しました

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

季節を感じる
下仁田ジオツアー開催します

季節を感じる
下仁田ジオツアー開催します
『関東一を目指すあじさい園と鏑川が作った
段丘を巡る』
●日　時　６月１５日（土）午前９時～１１時

　下仁田インター周辺の段丘崖にあじさいが
咲き誇る頃に、馬山地区の丘陵をガイドとと
もに歩くツアーを開催します。
ぜひご参加ください。
●参加費　８００円（あじさい園協力金含）
●持ち物　歩きやすい服・動きやすい靴・
　　　　　飲料など（解散後あじさい園を
　　　　　見学できます）
●集　合　下仁田あじさい園駐車場
●定　員　２０名（先着順）
●申込み　下仁田町自然史館まで

19 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 1818広
報しもにた



（
富
岡
甘
楽
広
域
消
防

本
部
リ
ン
ク
先
）

　
群
馬
県
立
点
字
図
書
館
は
、
視
覚

障
害
者
の
た
め
に
耳
で
聞
く
録
音
図

書
・
さ
わ
っ
て
読
む
点
字
図
書
等
の
各

種
情
報
を
製
作
、
収
集
し
て
、
利
用

者
に
提
供
す
る
視
覚
障
害
者
情
報
提

供
施
設
で
す
。
視
覚
障
害
者
の
「
読

書
権
」
と
「
知
る
権
利
」
を
保
障
し
、

自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

●
利
用
方
法

　
点
字
図
書
館
を
ご
利
用
希
望
の
方

は
来
館
ま
た
は
電
話
に
よ
り
利
用
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
、
電
話
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
希
望
さ
れ
た
図
書
を
送

料
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。
１
回
に
３
タ

イ
ト
ル
、２
週
間
ま
で
貸
出
で
き
ま
す
。

〇
点
字
図
書
・
録
音
図
書

〇
点
字
雑
誌
・
録
音
雑
誌

〇
点
字
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
録
音
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

〇
個
人
の
希
望
に
応
じ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
点
訳
・
音
訳
を
し
て
い
ま
す
。

②
デ
イ
ジ
ー
（
Ｃ
Ｄ
）
図
書
専
用
の

再
生
機
を
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

（
連
絡
先
）〒
３
７
１
―
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
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群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
３
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群
馬
県
点
字
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書
館
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７
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６
５
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毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日
等
の
場
合
は

翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
７
日
・
６
月
４
日

午
前
９
時
〜
12
時

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
へ

の
苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
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教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
３
０
２

委
員
会
室
に
お
い
て
受
付
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
令
和
６
年
５
月
30
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分
（
午
後

３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

●
場
所

下
仁
田
町
役
場
３
０
２
委
員
会
室

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

　
今
年
１
〜
２
月
に
簡
易
書
留
に
て

お
配
り
し
た
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
・

燃
料
購
入
券
は
５
月
31
日
（
金
）
が

使
用
期
限
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
商

品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　商
工
観
光
課
商
工

観
光
係
　
☎
64
―
８
８
０
５

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
※
そ
の

際
に
は
、
会
場
か
ら
退
出
い
た
だ
き
ま

す
。）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
67
―
７
６
１
９

　
令
和
６
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
手
続
き
に
必
要
な
申
告
関
係
書

類
は
、
厚
生
労
働
省
に
よ
り
申
告
手

続
き
期
間
に
間
に
合
う
よ
う
（
令
和

６
年
５
月
末
頃
）
各
事
業
主
様
へ
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
当
該
書
類
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、「
６
月
３
日
（
月
）
〜
７
月
10
日

（
水
）
ま
で
」
の
期
間
に
申
告
・
納
付

手
続
き
を
完
了
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
書
面
で
の

手
続
き
で
は
な
く
「
電
子
申
請
」
を
利

用
す
る
こ
と
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ｅ

―
Ｇ
ｏ
ｖ
サ
イ
ト
）
を
経
由
し
て
24
時

間
い
つ
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。）
手

続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
政
府
が
労
働

保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額
を
決
定
し
、

さ
ら
に
追
徴
金
（
労
働
保
険
料
・
一
般

拠
出
金
の
10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
４

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監
督

署
・
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、５
月
24
日

（
金
）、27
日（
月
）、29
日（
水
）、

31
日（
金
）の
午
後
、小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
開
催
日
　
５
月
７
日
・
６
月
４
日

午
前
10
時
〜
12
時

※
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日
等
の
場
合

は
翌
週
の
火
曜
日
）

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
学
習
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育
費

の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど
の
各

種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に
関
す

る
こ
と
（
※
相
談
は
無
料
で
秘
密
も

厳
守
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
2
1
1
0

●
日
時

①
緊
急
連
絡
先
の
確
認

②
移
動
方
法
等
に
つ
い
て
の
把
握

③
緊
急
時
等
に
お
け
る
個
人
情
報
提

供
に
関
す
る
同
意

●
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
課
包
括
支
援
係
☎
64
―
８
８
０

４
（
直
通
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
役
立
つ
行
政
情
報
や

施
設
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た
「
下
仁

田
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
事
業
と
し
て

発
行
し
ま
す
。
広
告
の
掲
載
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
冊
子
概
要

発
行
予
定
部
数
3
，
1
0
0
部
、

A
4
判
68
ペ
ー
ジ
程
度
、
全
項
カ
ラ
ー

●
広
告
掲
載
の
問
い
合
わ
せ

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
群
馬
支
店

☎
0
2
7
―
3
5
3
―
8
3
9
1

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
2
1
1
0

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
、
自

動
車
で
遠
方
へ
出
掛
け
る
機
会
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
の
日
常
点
検

や
注
意
点
等
を
確
認
し
、
車
両
火
災

の
予
防
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
消
防
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
２
５

「
車
両
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
」

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
義
務
化
さ

れ
た
相
続
登
記
に
つ
い
て
、
専
門
家
で

あ
る
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
当

日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先

着
順
の
受
付
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ
て

は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
６
年
５
月
22
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
会
場
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
時
間
　
１
組
様
30
分
以
内

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
司
法
書
士
会

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
７
７
６
３

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
状
態

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
連

絡
先
を
把
握
す
る
目
的
で
実
施
し
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
世
帯

町
内
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
等
の
方

※
同
一
敷
地
内
に
住
ん
で
い
て
も
、
家

族
と
食
事
や
入
浴
な
ど
生
活
実
態
が

異
な
る
場
合
は
調
査
対
象
と
な
り
ま

す
。

●
調
査
時
期

５
月
１
日
（
水
）
〜
６
月
下
旬

●
調
査
員

地
区
の
民
生
委
員

●
内
容

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
臨
時
会
の

開
催
に
つ
い
て

「
労
働
保
険
の
年
度
更
新
」の

お
知
ら
せ

群
馬
県
立
点
字
図
書
館

ご
利
用
の
ご
案
内

下
仁
田
町
応
援
商
品
券・

燃
料
購
入
券
の
使
用
期
限
は

５
月
31
日（
金
）ま
で
で
す

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
続

登
記
相
談
会

〜
県
内
一周
ぐ
る
っ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
〜

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

調
査
を
実
施
し
ま
す

「
下
仁
田
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

の
広
告
主
を
募
集
し
ま
す

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

公
証
相
談

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

℻
０
２
７
―
２
８
０
―
４
１
０
３

Ｅ
メ
ー
ル

guntento@
m
td.biglobe.ne.jp

●
開
館
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

●
開
館
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土

曜
・
日
曜
、
年
末
年
始
、
図
書
整
理

日
は
休
館
）

●
日
時

令
和
6
年
５
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時（
雨
天
決
行
）

●
開
催
場
所

富
岡
市
立
富
岡
小
学
校

校
庭
、体
育
館

●
内
容
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
は
し

ご
車
搭
乗
体
験
、抽
選
会
、模
擬
店
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

富
岡
市
富
岡
３
７
９

富
岡
市
勤
労
者
会
館
内

☎
64
―
０
５
５
７

６
月
１
日
か
ら
10
日
は
、「
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で

す
。電
波
の
ル
ー
ル
は
み
ん
な
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

☎
0
3
―
6
2
3
8
―
1
9
3
9

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
0
3
―
6
2
3
8
―
1
9
4
5

２
０
２
４
連
合
群
馬
ふ
れ
あ
い

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
in
西
部

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル
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（
富
岡
甘
楽
広
域
消
防

本
部
リ
ン
ク
先
）

　
群
馬
県
立
点
字
図
書
館
は
、
視
覚

障
害
者
の
た
め
に
耳
で
聞
く
録
音
図

書
・
さ
わ
っ
て
読
む
点
字
図
書
等
の
各

種
情
報
を
製
作
、
収
集
し
て
、
利
用

者
に
提
供
す
る
視
覚
障
害
者
情
報
提

供
施
設
で
す
。
視
覚
障
害
者
の
「
読

書
権
」
と
「
知
る
権
利
」
を
保
障
し
、

自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

●
利
用
方
法

　
点
字
図
書
館
を
ご
利
用
希
望
の
方

は
来
館
ま
た
は
電
話
に
よ
り
利
用
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
、
電
話
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
希
望
さ
れ
た
図
書
を
送

料
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。
１
回
に
３
タ

イ
ト
ル
、２
週
間
ま
で
貸
出
で
き
ま
す
。

〇
点
字
図
書
・
録
音
図
書

〇
点
字
雑
誌
・
録
音
雑
誌

〇
点
字
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
録
音
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

〇
個
人
の
希
望
に
応
じ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
点
訳
・
音
訳
を
し
て
い
ま
す
。

②
デ
イ
ジ
ー
（
Ｃ
Ｄ
）
図
書
専
用
の

再
生
機
を
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

（
連
絡
先
）〒
３
７
１
―
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階

群
馬
県
点
字
図
書
館

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
５
６
７

毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日
等
の
場
合
は

翌
週
の
火
曜
日
）

５
月
７
日
・
６
月
４
日

午
前
９
時
〜
12
時

●
場
所
　公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
へ

の
苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　
教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
３
０
２

委
員
会
室
に
お
い
て
受
付
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
令
和
６
年
５
月
30
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分
（
午
後

３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

●
場
所

下
仁
田
町
役
場
３
０
２
委
員
会
室

お知らせ版お知らせ版
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■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

　
今
年
１
〜
２
月
に
簡
易
書
留
に
て

お
配
り
し
た
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
・

燃
料
購
入
券
は
５
月
31
日
（
金
）
が

使
用
期
限
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
商

品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　商
工
観
光
課
商
工

観
光
係
　
☎
64
―
８
８
０
５

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
※
そ
の

際
に
は
、
会
場
か
ら
退
出
い
た
だ
き
ま

す
。）

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
67
―
７
６
１
９

　
令
和
６
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
手
続
き
に
必
要
な
申
告
関
係
書

類
は
、
厚
生
労
働
省
に
よ
り
申
告
手

続
き
期
間
に
間
に
合
う
よ
う
（
令
和

６
年
５
月
末
頃
）
各
事
業
主
様
へ
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
当
該
書
類
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、「
６
月
３
日
（
月
）
〜
７
月
10
日

（
水
）
ま
で
」
の
期
間
に
申
告
・
納
付

手
続
き
を
完
了
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
書
面
で
の

手
続
き
で
は
な
く
「
電
子
申
請
」
を
利

用
す
る
こ
と
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ｅ

―
Ｇ
ｏ
ｖ
サ
イ
ト
）
を
経
由
し
て
24
時

間
い
つ
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。）
手

続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
政
府
が
労
働

保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額
を
決
定
し
、

さ
ら
に
追
徴
金
（
労
働
保
険
料
・
一
般

拠
出
金
の
10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
４

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監
督

署
・
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、５
月
24
日

（
金
）、27
日（
月
）、29
日（
水
）、

31
日（
金
）の
午
後
、小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
開
催
日
　
５
月
７
日
・
６
月
４
日

午
前
10
時
〜
12
時

※
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日
等
の
場
合

は
翌
週
の
火
曜
日
）

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
学
習
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育
費

の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど
の
各

種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に
関
す

る
こ
と
（
※
相
談
は
無
料
で
秘
密
も

厳
守
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
2
1
1
0

●
日
時

①
緊
急
連
絡
先
の
確
認

②
移
動
方
法
等
に
つ
い
て
の
把
握

③
緊
急
時
等
に
お
け
る
個
人
情
報
提

供
に
関
す
る
同
意

●
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
課
包
括
支
援
係
☎
64
―
８
８
０

４
（
直
通
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
役
立
つ
行
政
情
報
や

施
設
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た
「
下
仁

田
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
事
業
と
し
て

発
行
し
ま
す
。
広
告
の
掲
載
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
冊
子
概
要

発
行
予
定
部
数
3
，
1
0
0
部
、

A
4
判
68
ペ
ー
ジ
程
度
、
全
項
カ
ラ
ー

●
広
告
掲
載
の
問
い
合
わ
せ

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
群
馬
支
店

☎
0
2
7
―
3
5
3
―
8
3
9
1

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
2
1
1
0

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
、
自

動
車
で
遠
方
へ
出
掛
け
る
機
会
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。
自
動
車
の
日
常
点
検

や
注
意
点
等
を
確
認
し
、
車
両
火
災

の
予
防
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
消
防
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
２
５

「
車
両
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
」

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
義
務
化
さ

れ
た
相
続
登
記
に
つ
い
て
、
専
門
家
で

あ
る
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
当

日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先

着
順
の
受
付
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ
て

は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
６
年
５
月
22
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
会
場
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
時
間
　
１
組
様
30
分
以
内

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
司
法
書
士
会

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
７
７
６
３

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
状
態

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
連

絡
先
を
把
握
す
る
目
的
で
実
施
し
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
世
帯

町
内
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
等
の
方

※
同
一
敷
地
内
に
住
ん
で
い
て
も
、
家

族
と
食
事
や
入
浴
な
ど
生
活
実
態
が

異
な
る
場
合
は
調
査
対
象
と
な
り
ま

す
。

●
調
査
時
期

５
月
１
日
（
水
）
〜
６
月
下
旬

●
調
査
員

地
区
の
民
生
委
員

●
内
容

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
臨
時
会
の

開
催
に
つ
い
て

「
労
働
保
険
の
年
度
更
新
」の

お
知
ら
せ

群
馬
県
立
点
字
図
書
館

ご
利
用
の
ご
案
内

下
仁
田
町
応
援
商
品
券・

燃
料
購
入
券
の
使
用
期
限
は

５
月
31
日（
金
）ま
で
で
す

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
続

登
記
相
談
会

〜
県
内
一周
ぐ
る
っ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
〜

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

調
査
を
実
施
し
ま
す

「
下
仁
田
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

の
広
告
主
を
募
集
し
ま
す

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

公
証
相
談

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

℻
０
２
７
―
２
８
０
―
４
１
０
３

Ｅ
メ
ー
ル

guntento@
m
td.biglobe.ne.jp

●
開
館
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

●
開
館
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土

曜
・
日
曜
、
年
末
年
始
、
図
書
整
理

日
は
休
館
）

●
日
時

令
和
6
年
５
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時（
雨
天
決
行
）

●
開
催
場
所

富
岡
市
立
富
岡
小
学
校

校
庭
、体
育
館

●
内
容
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
は
し

ご
車
搭
乗
体
験
、抽
選
会
、模
擬
店
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

富
岡
市
富
岡
３
７
９

富
岡
市
勤
労
者
会
館
内

☎
64
―
０
５
５
７

６
月
１
日
か
ら
10
日
は
、「
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で

す
。電
波
の
ル
ー
ル
は
み
ん
な
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

☎
0
3
―
6
2
3
8
―
1
9
3
9

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
0
3
―
6
2
3
8
―
1
9
4
5

２
０
２
４
連
合
群
馬
ふ
れ
あ
い

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
in
西
部

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル
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し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

○
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
地
域
の
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
の
で
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。
下
仁
田

町
で
は
39
名
の
方
が
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
見
守
り
、
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が

安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定
期
的
な

見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一
員

と
し
て
、
担
当
地
区
の
住
民
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
要
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
専
門
機

関
を
紹
介
す
る
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か
に
は

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る
支

援
を
専
門
に
活
動
し
て
い
る
「
主
任
児

童
委
員
」
が
い
ま
す
。
担
当
地
区
は

も
た
ず
、
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
支

援
、
児
童
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

・
忌
避
剤
（
ス
プ
レ
ー
式
）
は
対
象
外

・
１
戸
当
た
り
年
間
補
助
上
限
は
、

２
０
，
０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

農
林
課
農
業
係
　
☎
64
―
８
８
０
６

　
標
高
１
，
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
神

津
牧
場
に
も
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
香
り

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
牧
場
の
動
物
た

ち
と
共
に
、
高
原
の
春
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
小
雨
決
行

●
内
容
　
搾
乳
体
験
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

乳
無
料
サ
ー
ビ
ス
・
野
点
・
子
牛
の

体
重
当
て
・
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
・
模

擬
店
な
ど

●
主
催
　
神
津
牧
場

●
共
催
　
下
仁
田
町
観
光
協
会

●
問
い
合
わ
せ
　
神
津
牧
場

☎
84
―
２
３
６
３

　
旧
小
坂
小
学
校
校
舎
及
び
体
育
館

の
解
体
前
に
、
小
坂
小
学
校
卒
業
生

や
地
元
住
民
の
方
向
け
の
内
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
思
い
出
の
校
舎
や
体
育

館
に
入
れ
る
最
後
の
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要

で
す
。

●
開
催
日
時
　
６
月
８
日
（
土
）、
９

日
（
日
）、
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）

各
日
と
も
10
時
〜
16
時

　

る
た
め
、
相
談
内
容
を
ほ
か
の
人
に
漏

ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
困
り
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局（
福

祉
課
福
祉
係
）　
☎
64
―
８
８
０
３

　
人
口
減
少
等
に
伴
い
、
手
入
れ
が
で

き
な
い
畑
が
増
加
し
て
い
く
状
況
を
鑑

み
、
高
額
な
機
械
導
入
に
よ
る
荒
地

化
を
防
止
す
る
活
動
を
行
う
団
体
に

対
し
、
機
器
購
入
費
を
支
援
し
ま
す
。

●
支
援
対
象
者
 

・
地
域
住
民
等
で
構
成
さ
れ
、
地
域
内

一
円
で
農
地
保
全
活
動
を
行
う
団
体
で

か
つ
規
約
を
有
す
る
団
体

●
支
援
対
象

・
機
具
購
入
額
の
５
分
の
４
以
内
の
額

を
補
助
１
団
体
当
た
り
１
基
１
回
の

み
で
上
限
80
万
円

（
例
）
自
走
式
草
刈
機
・
乗
用
式
草
刈

機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
取
付
型
草
刈
機
等

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係

☎
64
―
８
８
０
６

　
ヤ
マ
ビ
ル
生
息
数
の
減
少
及
び
吸
血

被
害
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
ヤ
マ
ビ
ル

駆
除
剤
購
入
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

・
駆
除
剤
購
入
金
額
の
３
分
の
２
以
内

（
駆
除
剤
の
購
入
金
額
が
５
，
０
０
０
円

未
満
の
も
の
は
補
助
外
）
の
額
を
補
助

　
み
な
さ
ん
も
私
達
と
一
緒
に
楽
し
い

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
昔
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
、
運
動
不

足
で
メ
タ
ボ
気
味
の
方
、
初
心
者
で
も

優
し
く
指
導
し
ま
す
の
で
、
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
〜
10
月
末
予
定

毎
週
火
曜
日
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

●
場
所
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
小
学
生
以
上

※
入
会
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

●
指
導
者

（
財
）
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
公
認

技
術
等
級
１
級
　
森
川
恵
美
子
他
大
勢

●
年
会
費

一
般
１
，
０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
等
）、

学
生
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　高
橋
　
結

☎
０
９
０
―
４
０
２
９
―
０
２
０
８

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

は
５
月
12
日
か
ら
18
日
の
１
週
間
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
周
知
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
「
活
動
強

化
週
間
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
活

動
強
化
週
間
中
の
日
曜
日
を
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
周
知
を
図
り
、
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

５
月
１２
日（
日
）は
民
生
委
員・

児
童
委
員
の
日
で
す
。

里
見
哲
夫

本
宿
に
女
性
村
・
ね
ぎ
ぼ
う
ず

本
宿
に
女
性
村
・
ね
ぎ
ぼ
う
ず

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
本
宿
に
最
近
聞
き
慣
れ
な
い
名
前

の
「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
子
守
唄
協
会

理
事
長
の
西
舘
好
子
さ
ん
が
、
下
仁

田
町
か
ら
廃
校
に
な
っ
た
西
牧
小
学

校
跡
を
借
用
し
て
立
ち
上
げ
た
資
料

館
で
す
。
こ
こ
に
は
多
く
の
著
名
の

人
達
の
資
料
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
舘
さ
ん
は
来
訪
以
来
早
々
と
地

域
の
人
達
と
交
流
を
深
め
つ
つ
活
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
何
故
か
私
の
名
前
が
浮
上
し
て

き
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
早
速

拙
宅
に
ご
来
訪
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

用
件
を
お
聞
き
し
ま
す
と
私
に
も
突

然
の
展
示
要
請
で
し
た
。
種
々
と
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
て
承
知
し
た
次

第
で
す
。
実
は
、
西
牧
の
地
は
深
い

縁
が
あ
り
ま
し
て
、
中
学
校
教
諭
と

し
て
９
年
間
、
校
長
と
し
て
５
年
間

お
世
話
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
在

職
中
に
は
中
学
生
の
部
活
動
等
で
校

庭
の
狭
さ
が
問
題
と
な
り
ま
し
て
、

広
い
校
庭
を
持
っ
て
い
る
小
学
校
と

中
学
校
の
土
地
・
校
舎
の
交
換
や
、

「
立
志
の
碑
」
を
建
立
し
た
り
思
い

出
深
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
過
去

の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
ご

要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
展
示
品
は
昨
年
９
月
下
旬
に

搬
入
し
て
、
巴
さ
ん
（
大
工
さ
ん
）

に
展
示
場
所
を
作
っ
て
戴
き
ま
し
て

の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
展
示

室
の
一
角
に
お
こ
が
ま
し
く
も
私
の

作
品
も
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
不
肖

私
も
そ
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
展
示
室
は
現
在
以
下
の
通
り
で

す
。

・
フ
ジ
コ
さ
ん
の
部
屋
（
ピ
ア
ノ

他
）
・
多
田
欣
也
先
生
の
ワ
ン
グ
ー

ラ
ン
ド
・
黛
一
子
さ
ん
の
本
宿
回
想

企
画
展
・
大
野
隆
司
先
生
版
画
・
近

藤
征
司
先
生
画
展
・
里
見
哲
夫
自
然

の
恵
み
・
学
び
等
、
他
に
も
予
定
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
こ
本
宿
は
江
戸
期
に
は
宿
場
と
し

て
賑
わ
い
栄
え
ま
し
た
。
今
は
寂
し

い
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
な
お
も

往
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。
是

非
一
度
「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
下
仁
田
町
は
２
０
１
１
年

（
平
成
23
）
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
地
質
面
や
そ

の
他
多
く
の
見
所
が
沢
山
あ
り
ま
す

の
で
是
非
と
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〇
文
学
碑
・
高
橋
道
斎
の
墓
（
県
指

定
）
・
羽
鳥
一
紅
歌
碑
・
村
上
鬼
城

句
碑
・
池
内
た
け
し
句
碑
・
島
崎
藤

村
詩
塚
・
小
杉
放
庵
歌
碑
・
北
上
　

健
（
小
須
田
薫
）
詩
碑
・
原
　
河

鹿
・
原
　
千
代
句
碑
・
瀧
田
昌
生
歌

碑
・
岩
井
達
也
詩
碑

〇
記
念
碑
・
馬
山
新
道
碑
・
こ
ん

に
ゃ
く
の
碑
・
栗
山
道
路
開
通
の

碑
・
栗
山
電
灯
の
碑
・
高
崎
藩
士
戦

士
之
碑
・
義
烈
千
秋
の
碑
・
西
野
牧

開
田
記
念
碑

〇
歴
史
的
箇
所
・
小
坂
坂
峠
道
・
山

際
公
園
・
吉
崎
公
園
・
青
岩
公
園
・
諏

訪
神
社
・
下
仁
田
古
戦
場
跡
・
中
小
坂

鉄
山
・
春
秋
館
・
小
出
屋
の
石
垣
・
荒

船
湖
・
神
津
牧
場
・
荒
船
風
穴

〇
地
質
見
所
・
馬
山
河
岸
段
丘
・
不

通
渓
谷
・
箱
淵
渓
谷
・
は
ね
こ
し
渓

谷
・
青
岩
・
栗
山
渓
谷
・
跡
倉
ク

リ
ッ
ぺ
（
根
な
し
山
）
の
す
べ
り

面
・
宮
室
の
逆
転
層
・
大
桑
原
の

し
ゅ
う
曲
・
川
井
の
断
層
・
下
仁
田

層
の
化
石
群

〇
植
物
・
妙
義
の
さ
く
ら
の
里
・
馬

山
の
あ
じ
さ
い
園
・
虻
田
の
福
寿
草

の
里
・
中
丸
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
・

西
野
牧
の
モ
ミ
ジ
街
道

〇
山
・
大
桁
山
・
御
堂
山
・
妙
義

山
・
日
暮
山
（
に
っ
く
ら
や
ま
）
・

物
見
山
・
荒
船
山
・
物
語
山
・
鹿
岳

（
か
な
た
け
）
・
四
ツ
又
山
・
小
沢

岳
・
稲
含
山

わ
が
郷
に
　
ね
ぎ
ぼ
う
ず
館

　
立
ち
あ
げ
し
　
偉
大
な
力

　
　
感
謝
に
絶
え
ぬ

我
が
町
の
　
自
慢
と
誇
る
　
資
料
館

　
心
よ
せ
あ
い
　
発
展
目
指
す

地
域
と
の
　
協
力
得
　
変
わ
り
ゆ
く

　
賑
わ
い
み
せ
つ
　
喜
び
の
声

碑
・
岩
井
達
也
詩
碑

〇
記
念
碑
・
馬
山
新
道
碑
・
こ
ん

に
ゃ
く
の
碑
・
栗
山
道
路
開
通
の

碑
・
栗
山
電
灯
の
碑
・
高
崎
藩
士
戦

士
之
碑
・
義
烈
千
秋
の
碑
・
西
野
牧

開
田
記
念
碑

〇
歴
史
的
箇
所
・
小
坂
坂
峠
道
・
山

際
公
園
・
吉
崎
公
園
・
青
岩
公
園
・
諏

訪
神
社
・
下
仁
田
古
戦
場
跡
・
中
小
坂

鉄
山
・
春
秋
館
・
小
出
屋
の
石
垣
・
荒

船
湖
・
神
津
牧
場
・
荒
船
風
穴

〇
地
質
見
所
・
馬
山
河
岸
段
丘
・
不

通
渓
谷
・
箱
淵
渓
谷
・
は
ね
こ
し
渓

谷
・
青
岩
・
栗
山
渓
谷
・
跡
倉
ク

リ
ッ
ぺ
（
根
な
し
山
）
の
す
べ
り

面
・
宮
室
の
逆
転
層
・
大
桑
原
の

し
ゅ
う
曲
・
川
井
の
断
層
・
下
仁
田

層
の
化
石
群

〇
植
物
・
妙
義
の
さ
く
ら
の
里
・
馬

山
の
あ
じ
さ
い
園
・
虻
田
の
福
寿
草

の
里
・
中
丸
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
・

西
野
牧
の
モ
ミ
ジ
街
道

〇
山
・
大
桁
山
・
御
堂
山
・
妙
義

山
・
日
暮
山
（
に
っ
く
ら
や
ま
）
・

物
見
山
・
荒
船
山
・
物
語
山
・
鹿
岳

（
か
な
た
け
）
・
四
ツ
又
山
・
小
沢

岳
・
稲
含
山

わ
が
郷
に
　
ね
ぎ
ぼ
う
ず
館

　
立
ち
あ
げ
し
　
偉
大
な
力

　
　
感
謝
に
絶
え
ぬ

我
が
町
の
　
自
慢
と
誇
る
　
資
料
館

　
心
よ
せ
あ
い
　
発
展
目
指
す

地
域
と
の
　
協
力
得
　
変
わ
り
ゆ
く

　
賑
わ
い
み
せ
つ
　
喜
び
の
声

下
仁
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

荒
廃
農
地
対
策
機
械
導
入

支
援
事
業

ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤
購
入
費

補
助
金
に
つ
い
て

神
津
牧
場
花
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す

旧
小
坂
小
学
校
校
舎
及
び

体
育
館
内
覧
会
の
お
知
ら
せ

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は
？

　
下
仁
田
小
学
校
の
余
裕
教
室
や

体
育
館
、
校
庭
な
ど
を
活
用
し
た

「
放
課
後
の
居
場
所
」
で
、
友
だ
ち

と
遊
ん
だ
り
、
興
味
の
あ
る
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
放
課
後

時
間
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
活

動
の
場
で
す
。子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
地
域
の
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
　
下
仁
田
小
学
校
（
１
階

東
側
の
教
室
） 

●
時
間 

　（
月
曜
・
木
曜
）

午
後
１
時
45
分
〜
３
時
15
分

（
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
）

午
後
２
時
45
分
〜
４
時
30
分

●
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
、
遊
び
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

●
謝
金
　
９
３
６
円
／
時
間

●
そ
の
他

○
シ
フ
ト
は
月
に
１
〜
２
回
で
も
可

○
資
格
は
不
問 

○
事
前
に
見
学
可

見
学
や
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
（
生
涯
学
習
係
）
ま
で

☎
82
―
２
１
１
５（
直
通
）

放
課
後
子
ど
も
教
室

ス
タ
ッ
フ
募
集

オセロをしたり…オセロをしたり…

季節のイベントを
楽しんだり…
季節のイベントを
楽しんだり…
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し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

○
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
地
域
の
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
の
で
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。
下
仁
田

町
で
は
39
名
の
方
が
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
見
守
り
、
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が

安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定
期
的
な

見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一
員

と
し
て
、
担
当
地
区
の
住
民
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
要
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
専
門
機

関
を
紹
介
す
る
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か
に
は

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る
支

援
を
専
門
に
活
動
し
て
い
る
「
主
任
児

童
委
員
」
が
い
ま
す
。
担
当
地
区
は

も
た
ず
、
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
支

援
、
児
童
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

・
忌
避
剤
（
ス
プ
レ
ー
式
）
は
対
象
外

・
１
戸
当
た
り
年
間
補
助
上
限
は
、

２
０
，
０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

農
林
課
農
業
係
　
☎
64
―
８
８
０
６

　
標
高
１
，
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
神

津
牧
場
に
も
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
香
り

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
牧
場
の
動
物
た

ち
と
共
に
、
高
原
の
春
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
小
雨
決
行

●
内
容
　
搾
乳
体
験
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

乳
無
料
サ
ー
ビ
ス
・
野
点
・
子
牛
の

体
重
当
て
・
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
・
模

擬
店
な
ど

●
主
催
　
神
津
牧
場

●
共
催
　
下
仁
田
町
観
光
協
会

●
問
い
合
わ
せ
　
神
津
牧
場

☎
84
―
２
３
６
３

　
旧
小
坂
小
学
校
校
舎
及
び
体
育
館

の
解
体
前
に
、
小
坂
小
学
校
卒
業
生

や
地
元
住
民
の
方
向
け
の
内
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
思
い
出
の
校
舎
や
体
育

館
に
入
れ
る
最
後
の
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要

で
す
。

●
開
催
日
時
　
６
月
８
日
（
土
）、
９

日
（
日
）、
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）

各
日
と
も
10
時
〜
16
時

　

る
た
め
、
相
談
内
容
を
ほ
か
の
人
に
漏

ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
困
り
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局（
福

祉
課
福
祉
係
）　
☎
64
―
８
８
０
３

　
人
口
減
少
等
に
伴
い
、
手
入
れ
が
で

き
な
い
畑
が
増
加
し
て
い
く
状
況
を
鑑

み
、
高
額
な
機
械
導
入
に
よ
る
荒
地

化
を
防
止
す
る
活
動
を
行
う
団
体
に

対
し
、
機
器
購
入
費
を
支
援
し
ま
す
。

●
支
援
対
象
者
 

・
地
域
住
民
等
で
構
成
さ
れ
、
地
域
内

一
円
で
農
地
保
全
活
動
を
行
う
団
体
で

か
つ
規
約
を
有
す
る
団
体

●
支
援
対
象

・
機
具
購
入
額
の
５
分
の
４
以
内
の
額

を
補
助
１
団
体
当
た
り
１
基
１
回
の

み
で
上
限
80
万
円

（
例
）
自
走
式
草
刈
機
・
乗
用
式
草
刈

機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
取
付
型
草
刈
機
等

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係

☎
64
―
８
８
０
６

　
ヤ
マ
ビ
ル
生
息
数
の
減
少
及
び
吸
血

被
害
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
ヤ
マ
ビ
ル

駆
除
剤
購
入
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

・
駆
除
剤
購
入
金
額
の
３
分
の
２
以
内

（
駆
除
剤
の
購
入
金
額
が
５
，
０
０
０
円

未
満
の
も
の
は
補
助
外
）
の
額
を
補
助

　
み
な
さ
ん
も
私
達
と
一
緒
に
楽
し
い

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
昔
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
、
運
動
不

足
で
メ
タ
ボ
気
味
の
方
、
初
心
者
で
も

優
し
く
指
導
し
ま
す
の
で
、
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
〜
10
月
末
予
定

毎
週
火
曜
日
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

●
場
所
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
小
学
生
以
上

※
入
会
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

●
指
導
者

（
財
）
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
公
認

技
術
等
級
１
級
　
森
川
恵
美
子
他
大
勢

●
年
会
費

一
般
１
，
０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
等
）、

学
生
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　高
橋
　
結

☎
０
９
０
―
４
０
２
９
―
０
２
０
８

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

は
５
月
12
日
か
ら
18
日
の
１
週
間
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
周
知
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
「
活
動
強

化
週
間
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
活

動
強
化
週
間
中
の
日
曜
日
を
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
周
知
を
図
り
、
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

５
月
１２
日（
日
）は
民
生
委
員・

児
童
委
員
の
日
で
す
。

里
見
哲
夫

本
宿
に
女
性
村
・
ね
ぎ
ぼ
う
ず

本
宿
に
女
性
村
・
ね
ぎ
ぼ
う
ず

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
本
宿
に
最
近
聞
き
慣
れ
な
い
名
前

の
「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
子
守
唄
協
会

理
事
長
の
西
舘
好
子
さ
ん
が
、
下
仁

田
町
か
ら
廃
校
に
な
っ
た
西
牧
小
学

校
跡
を
借
用
し
て
立
ち
上
げ
た
資
料

館
で
す
。
こ
こ
に
は
多
く
の
著
名
の

人
達
の
資
料
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
舘
さ
ん
は
来
訪
以
来
早
々
と
地

域
の
人
達
と
交
流
を
深
め
つ
つ
活
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
何
故
か
私
の
名
前
が
浮
上
し
て

き
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
早
速

拙
宅
に
ご
来
訪
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

用
件
を
お
聞
き
し
ま
す
と
私
に
も
突

然
の
展
示
要
請
で
し
た
。
種
々
と
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
て
承
知
し
た
次

第
で
す
。
実
は
、
西
牧
の
地
は
深
い

縁
が
あ
り
ま
し
て
、
中
学
校
教
諭
と

し
て
９
年
間
、
校
長
と
し
て
５
年
間

お
世
話
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
在

職
中
に
は
中
学
生
の
部
活
動
等
で
校

庭
の
狭
さ
が
問
題
と
な
り
ま
し
て
、

広
い
校
庭
を
持
っ
て
い
る
小
学
校
と

中
学
校
の
土
地
・
校
舎
の
交
換
や
、

「
立
志
の
碑
」
を
建
立
し
た
り
思
い

出
深
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
過
去

の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
ご

要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
展
示
品
は
昨
年
９
月
下
旬
に

搬
入
し
て
、
巴
さ
ん
（
大
工
さ
ん
）

に
展
示
場
所
を
作
っ
て
戴
き
ま
し
て

の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
展
示

室
の
一
角
に
お
こ
が
ま
し
く
も
私
の

作
品
も
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
不
肖

私
も
そ
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
展
示
室
は
現
在
以
下
の
通
り
で

す
。

・
フ
ジ
コ
さ
ん
の
部
屋
（
ピ
ア
ノ

他
）
・
多
田
欣
也
先
生
の
ワ
ン
グ
ー

ラ
ン
ド
・
黛
一
子
さ
ん
の
本
宿
回
想

企
画
展
・
大
野
隆
司
先
生
版
画
・
近

藤
征
司
先
生
画
展
・
里
見
哲
夫
自
然

の
恵
み
・
学
び
等
、
他
に
も
予
定
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
こ
本
宿
は
江
戸
期
に
は
宿
場
と
し

て
賑
わ
い
栄
え
ま
し
た
。
今
は
寂
し

い
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
な
お
も

往
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。
是

非
一
度
「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
下
仁
田
町
は
２
０
１
１
年

（
平
成
23
）
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
地
質
面
や
そ

の
他
多
く
の
見
所
が
沢
山
あ
り
ま
す

の
で
是
非
と
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〇
文
学
碑
・
高
橋
道
斎
の
墓
（
県
指

定
）
・
羽
鳥
一
紅
歌
碑
・
村
上
鬼
城

句
碑
・
池
内
た
け
し
句
碑
・
島
崎
藤

村
詩
塚
・
小
杉
放
庵
歌
碑
・
北
上
　

健
（
小
須
田
薫
）
詩
碑
・
原
　
河

鹿
・
原
　
千
代
句
碑
・
瀧
田
昌
生
歌

碑
・
岩
井
達
也
詩
碑

〇
記
念
碑
・
馬
山
新
道
碑
・
こ
ん

に
ゃ
く
の
碑
・
栗
山
道
路
開
通
の

碑
・
栗
山
電
灯
の
碑
・
高
崎
藩
士
戦

士
之
碑
・
義
烈
千
秋
の
碑
・
西
野
牧

開
田
記
念
碑

〇
歴
史
的
箇
所
・
小
坂
坂
峠
道
・
山

際
公
園
・
吉
崎
公
園
・
青
岩
公
園
・
諏

訪
神
社
・
下
仁
田
古
戦
場
跡
・
中
小
坂

鉄
山
・
春
秋
館
・
小
出
屋
の
石
垣
・
荒

船
湖
・
神
津
牧
場
・
荒
船
風
穴

〇
地
質
見
所
・
馬
山
河
岸
段
丘
・
不

通
渓
谷
・
箱
淵
渓
谷
・
は
ね
こ
し
渓

谷
・
青
岩
・
栗
山
渓
谷
・
跡
倉
ク

リ
ッ
ぺ
（
根
な
し
山
）
の
す
べ
り

面
・
宮
室
の
逆
転
層
・
大
桑
原
の

し
ゅ
う
曲
・
川
井
の
断
層
・
下
仁
田

層
の
化
石
群

〇
植
物
・
妙
義
の
さ
く
ら
の
里
・
馬

山
の
あ
じ
さ
い
園
・
虻
田
の
福
寿
草

の
里
・
中
丸
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
・

西
野
牧
の
モ
ミ
ジ
街
道

〇
山
・
大
桁
山
・
御
堂
山
・
妙
義

山
・
日
暮
山
（
に
っ
く
ら
や
ま
）
・

物
見
山
・
荒
船
山
・
物
語
山
・
鹿
岳

（
か
な
た
け
）
・
四
ツ
又
山
・
小
沢

岳
・
稲
含
山

わ
が
郷
に
　
ね
ぎ
ぼ
う
ず
館

　
立
ち
あ
げ
し
　
偉
大
な
力

　
　
感
謝
に
絶
え
ぬ

我
が
町
の
　
自
慢
と
誇
る
　
資
料
館

　
心
よ
せ
あ
い
　
発
展
目
指
す

地
域
と
の
　
協
力
得
　
変
わ
り
ゆ
く

　
賑
わ
い
み
せ
つ
　
喜
び
の
声

碑
・
岩
井
達
也
詩
碑

〇
記
念
碑
・
馬
山
新
道
碑
・
こ
ん

に
ゃ
く
の
碑
・
栗
山
道
路
開
通
の

碑
・
栗
山
電
灯
の
碑
・
高
崎
藩
士
戦

士
之
碑
・
義
烈
千
秋
の
碑
・
西
野
牧

開
田
記
念
碑

〇
歴
史
的
箇
所
・
小
坂
坂
峠
道
・
山

際
公
園
・
吉
崎
公
園
・
青
岩
公
園
・
諏

訪
神
社
・
下
仁
田
古
戦
場
跡
・
中
小
坂

鉄
山
・
春
秋
館
・
小
出
屋
の
石
垣
・
荒

船
湖
・
神
津
牧
場
・
荒
船
風
穴

〇
地
質
見
所
・
馬
山
河
岸
段
丘
・
不

通
渓
谷
・
箱
淵
渓
谷
・
は
ね
こ
し
渓

谷
・
青
岩
・
栗
山
渓
谷
・
跡
倉
ク

リ
ッ
ぺ
（
根
な
し
山
）
の
す
べ
り

面
・
宮
室
の
逆
転
層
・
大
桑
原
の

し
ゅ
う
曲
・
川
井
の
断
層
・
下
仁
田

層
の
化
石
群

〇
植
物
・
妙
義
の
さ
く
ら
の
里
・
馬

山
の
あ
じ
さ
い
園
・
虻
田
の
福
寿
草

の
里
・
中
丸
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
・

西
野
牧
の
モ
ミ
ジ
街
道

〇
山
・
大
桁
山
・
御
堂
山
・
妙
義

山
・
日
暮
山
（
に
っ
く
ら
や
ま
）
・

物
見
山
・
荒
船
山
・
物
語
山
・
鹿
岳

（
か
な
た
け
）
・
四
ツ
又
山
・
小
沢

岳
・
稲
含
山

わ
が
郷
に
　
ね
ぎ
ぼ
う
ず
館

　
立
ち
あ
げ
し
　
偉
大
な
力

　
　
感
謝
に
絶
え
ぬ

我
が
町
の
　
自
慢
と
誇
る
　
資
料
館

　
心
よ
せ
あ
い
　
発
展
目
指
す

地
域
と
の
　
協
力
得
　
変
わ
り
ゆ
く

　
賑
わ
い
み
せ
つ
　
喜
び
の
声

下
仁
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

荒
廃
農
地
対
策
機
械
導
入

支
援
事
業

ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤
購
入
費

補
助
金
に
つ
い
て

神
津
牧
場
花
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す

旧
小
坂
小
学
校
校
舎
及
び

体
育
館
内
覧
会
の
お
知
ら
せ

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は
？

　
下
仁
田
小
学
校
の
余
裕
教
室
や

体
育
館
、
校
庭
な
ど
を
活
用
し
た

「
放
課
後
の
居
場
所
」
で
、
友
だ
ち

と
遊
ん
だ
り
、
興
味
の
あ
る
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
放
課
後

時
間
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
活

動
の
場
で
す
。子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
地
域
の
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
　
下
仁
田
小
学
校
（
１
階

東
側
の
教
室
） 

●
時
間 

　（
月
曜
・
木
曜
）

午
後
１
時
45
分
〜
３
時
15
分

（
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
）

午
後
２
時
45
分
〜
４
時
30
分

●
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
、
遊
び
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

●
謝
金
　
９
３
６
円
／
時
間

●
そ
の
他

○
シ
フ
ト
は
月
に
１
〜
２
回
で
も
可

○
資
格
は
不
問 

○
事
前
に
見
学
可

見
学
や
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
（
生
涯
学
習
係
）
ま
で

☎
82
―
２
１
１
５（
直
通
）

放
課
後
子
ど
も
教
室

ス
タ
ッ
フ
募
集

オセロをしたり…オセロをしたり…

季節のイベントを
楽しんだり…
季節のイベントを
楽しんだり…

23 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 22広
報しもにた
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
令
和
６
年
４
月
1
日
付
け
で
神
戸

信
一
さ
ん（
青
倉
地
区
）が
新
た
に
、法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。今
後
、人
権
相
談
・
人
権

啓
発
・
人
権
救
済
な
ど
各
種
の
人
権
擁

護
活
動
の
場
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

す
。

　
馬
山
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
に
伴
い
、地
域
の
方
々
か
ら
の
建
て

替
え
要
望
を
受
け
建
設
し
た「
下
仁
田

町
馬
山
生
活
セ
ン
タ
ー
」が
完
成
し
、

落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
木
造
平
屋
建
で
、大
会
議
室
・
小
会

議
室
・
調
理
室
を
完
備
し
て
お
り
、こ

れ
ま
で
の
施
設
と
同
様
に
会
議
や
研
修

な
ど
交
流
拠
点
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
3
月
23
日
か
ら
、吉
岡
欣
三
さ
ん
が

下
仁
田
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。今
回
退

任
さ
れ
た
飯
島
富
司
さ
ん
に
は
、平
成

30
年
3
月
23
日
か
ら
令
和
6
年
3
月

22
日
ま
で
の
期
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。 新

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

馬
山
生
活
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
し
た

馬
山
生
活
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
し
た

　
今
年
で
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を

迎
え
る
「
荒
船
風
穴
」
が
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
見
学
再
開
と
な
る
こ
と

と
合
わ
せ
て
、
３
月
26
日
（
火
）
に

荒
船
風
穴
友
の
会
の
主
催
で
「
安
全

祈
願
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
荒
船
風
穴
友
の
会
会
長
で
も

あ
る
西
光
寺
の
堀
越
住
職
と
、
長
楽

寺
の
峯
岸
住
職
の
読
経
に
合
わ
せ
、

荒
船
風
穴
友
の
会
の
役
員
と
関
係
者

一
同
で
一
年
間
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

　
下
仁
田
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
、

新
店
舗「
お
か
ず
の
ご
は
ん
」が
開
店
し

ま
し
た
。

　
お
か
ず
の
ご
は
ん
は
、地
元
新
鮮
野

菜
や
下
仁
田
葱
・
ト
マ
ト
な
ど
使
っ
た

ピ
ク
ル
ス
、乾
燥
野
菜
等
を
販
売
す
る

お
店
で
す
。

　
下
仁
田
町
に
移
住
、昨
年
11
月
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
た
澤
さ

ん
夫
婦
が
開
店
し
ま
し
た
。

　
店
内
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
完

備
、小
さ
い
お
子
様
連
れ
で
も
ゆ
っ
く

り
お
買
物
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
様
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
店
舗
情
報

●
店
舗
名

M
a
r
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数
を
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頂
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ま
す
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の
他
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当
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で
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催
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岡
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も
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師
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み
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ん
か
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と
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一
日
看
護
体
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み
ま
せ
ん
か
？
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
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。
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仁
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落
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介
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介
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岡
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仁
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司
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固
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迎
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友
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。
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友
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岸
住
職
の
読
経
に
合
わ
せ
、

荒
船
風
穴
友
の
会
の
役
員
と
関
係
者

一
同
で
一
年
間
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た

　
下
仁
田
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
、

新
店
舗「
お
か
ず
の
ご
は
ん
」が
開
店
し

ま
し
た
。

　
お
か
ず
の
ご
は
ん
は
、地
元
新
鮮
野

菜
や
下
仁
田
葱
・
ト
マ
ト
な
ど
使
っ
た

ピ
ク
ル
ス
、乾
燥
野
菜
等
を
販
売
す
る

お
店
で
す
。

　
下
仁
田
町
に
移
住
、昨
年
11
月
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
た
澤
さ

ん
夫
婦
が
開
店
し
ま
し
た
。

　
店
内
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
完

備
、小
さ
い
お
子
様
連
れ
で
も
ゆ
っ
く

り
お
買
物
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
様
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
店
舗
情
報

●
店
舗
名

M
a
r
c
h
e
+
C
a
f
e

お
か
ず
の
ご
は
ん
　

●
営
業
時
間
　
10
時
〜
16
時

●
定
休
日
　
月
・
水
・
金

※
祝
日
等
で
変
更
の
場
合
有
　

●
問
い
合
わ
せ

☎
0
5
0
―
3
6
9
2
―
0
0
0
3

下
仁
田
町
創
業
支
援
施
設

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
」に
新
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
！

下
仁
田
町
創
業
支
援
施
設

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
」に
新
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
！

●
実
施
日
時

令
和
６
年
７
月
24
日（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
対
象
　
高
校
生
　
40
〜
50
名

●
内
容

病
院
見
学
・
白
衣
で
記
念
撮
影
・
看
護

ケ
ア
体
験（
検
温
、清
潔
の
ケ
ア
な
ど
）

●
実
施
施
設

○
公
立
富
岡
総
合
病
院

○
公
立
七
日
市
病
院

○
下
仁
田
厚
生
病
院

○
医
療
法
人
大
和
会
西
毛
病
院

●
持
参
品

・
筆
記
用
具
・
上
履
き（
白
）・
靴
下
・
お

弁
当
及
び
水
分

・
女
子
：
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、白
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
や
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
・
ス
リ
ッ
プ（
白
衣

の
下
に
着
用
）

・
男
子
：
ベ
ル
ト
持
参
、白
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
タ
ン
ク
ト
ッ
プ（
白
衣
の
下
に
着
用
）

・
髪
の
長
い
人
は
髪
を
ゴ
ム
や
バ
レ
ッ
タ

な
ど
で
ま
と
め
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
方
法

・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
住
所
・
電
話
番

号
・
白
衣
の
サ
イ
ズ
　（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・
Ｌ

Ｌ
・
３
Ｌ
）※
パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
白
衣
の

た
め
、身
長
と
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
を
記
入
の
上
、返
信
用
封
筒
同
封

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先
　各
病
院
、担
当
者
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者
募
集

○「
公
立
富
岡
総
合
病
院
」

〒
３
７
０
―
２
３
９
３

富
岡
市
富
岡
２
０
７
３
番
地
１

看
護
副
部
長
　
阿
久
澤
　
有
子
ま
で

☎
０
２
７
４
―
63
―
２
１
１
１

℻
０
２
７
４
―
64
―
３
３
７
７

○「
公
立
七
日
市
病
院
」

〒
３
７
０
―
２
３
４
３

富
岡
市
七
日
市
６
４
３

看
護
部
長
　
篠
﨑
　
美
和
子
ま
で

☎
０
２
７
４
―
62
―
５
１
０
０

℻
０
２
７
４
―
62
―
５
２
１
１

○「
下
仁
田
厚
生
病
院
」

〒
３
７
０
―
２
６
０
１

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
４
０
９
　
　

看
護
師
長
　
矢
野
　
有
希
子
ま
で

☎
０
２
７
４
―
82
―
３
５
５
５

℻
０
２
７
４
―
82
―
５
９
９
８

○「
医
療
法
人
大
和
会
西
毛
病
院
」

〒
３
７
０
―
２
４
５
５

富
岡
市
神
農
原
５
５
９
―
１

看
護
部
長
　
工
藤
　
昭
　
ま
で

☎
０
２
７
４
―
62
―
３
１
５
６

℻
０
２
７
４
―
64
―
３
８
２
６

●
締
め
切
り
　
令
和
６
年
６
月
７
日

（
金
）応
募
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、調

整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
そ
の
他
　
お
弁
当
及
び
水
分
は
各

自
で
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

主
催
：
群
馬
県
看
護
協
会
富
岡
地
区
支
部

共
催
：
群
馬
県
看
護
協
会

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

あ
な
た
も
看
護
師
と
一
緒
に「
一
日
看
護
体
験
」し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
看
護
師
と
一
緒
に「
一
日
看
護
体
験
」し
て
み
ま
せ
ん
か
？

25 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 24広
報しもにた



紙面学習会紙面学習会

　
こ
れ
ま
で
、広
報
紙（
紙
面
学
習

会
）で
は
、数
回
に
わ
た
っ
て
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
生
態
情
報
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、下
仁
田
小
学
校
の
子
供
達

と
は
卵
か
ら
成
虫
ま
で
の
生
態
観

察
を
行
い
、大
切
な
こ
と
が
沢
山
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
の
海
を
渡
る
神
秘
な

蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
、な
ぜ
、春
は
南

か
ら
北
へ
、秋
は
北
か
ら
南
へ
と
移

動
す
る
の
か
。最
も
知
り
た
い
季
節

移
動
の
謎
は
、ま
だ
ま
だ
、解
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
、下
仁
田

の
自
然
大
好
き
な
子
供
達
と
い
っ

し
ょ
に
解
き
明
か
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、今
回
は
、

「
こ
う
か
も
し
れ
な
い
？
」と
い
う
謎

を
解
明
す
る
ヒ
ン
ト
を
一
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。

旅
す
る
蝶
「々
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」の
神
秘
③

アサギマダラの食草（イケマ）には、アサギ
マダラが産卵する前に、ヤドリバエが沢山
の卵を葉に産み付けています。そうとは知
らずに、卵から孵化したアサギマダラの幼
虫は、ムシャムシャとイケマの葉を食べる。
すると、いつの間にか寄生昆虫（マダラヤ
ドリバエ）の卵を体の中に取り込んでしま
うという仕組みなんです。

　　　 ～無事羽化したアサギマダラの動画～
スマホで、右のＱＲコードからアサギマダラの羽化の
瞬間を、ご覧ください。
【場所】下仁田町南野牧遠入
北緯　  36°14′07.6″
東経　138°39′12.3″
標高　530m

紙面
学習会

〜
し
も
に
た
浅
葱
斑
の
会
の
環
境
活
動
〜

蛹右側に黒斑蛹右側に黒斑 垂れ下がる
寄生バエの幼虫
垂れ下がる

寄生バエの幼虫
落下後

モゾモゾ動く幼虫
落下後

モゾモゾ動く幼虫
成虫マダラヤドリバエ成虫マダラヤドリバエ

◆アサギマダラは、寄生昆虫（マダラヤドリバエ）から回避するために季節移動をしている？

感動
動画
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セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

実
践
し
ま
し
ょ
う

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は「
自

分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、軽
度

な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る

こ
と
」で
す
。普
段
か
ら
し
っ
か
り
と
体

調
管
理
を
し
て
、体
調
が
良
く
な
い
と

き
は
症
状
に
あ
わ
せ
て
、薬
局
で
薬
剤

師
に
相
談
の
う
え
で
O
T
C
医
薬
品

（
市
販
薬
）を
購
入
し
て
対
処
し
ま
し
ょ

う
。た
だ
し
、普
段
感
じ
た
こ
と
の
な
い

痛
み
や
不
調
、市
販
薬
を
使
用
し
て
も

改
善
し
な
い
場
合
は
、速
や
か
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。医
療
機

関
に
適
正
に
か
か
る
こ
と
で
医
療
費
の

節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う
！

歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ア
2
0
2
4
　
５
年
ぶ
り
に
開
催
!!

●
日
時

2
0
2
4
年
６
月
２
日（
日
）　

午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
受
付

●
場
所
　
富
岡
市
子
育
て
健
康
プ
ラ

ザ（
旧
富
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
内
容
　

・
歯
の
健
康
相
談
、健
康
診
断
　
口
や

歯
、入
れ
歯
の
悩
み
な
ど
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
　（
歯
ブ
ラ

シ
を
受
付
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
）

・
フ
ッ
素
塗
布
　
大
人
も
子
ど
も
も
無

料
で
体
験
で
き
ま
す

・
８
０
２
０
賞
　
満
80
歳
以
上
で
20
本

以
上
使
え
る
歯
が
残
っ
て
い
る
方
に
は

そ
の
場
で
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

す
。歯
に
自
信
が
あ
り
、ま
だ
受
賞
経

験
の
な
い
人
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
他
に
も
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
水
の
試

飲
、ゲ
ー
ム
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
、健
康
に

関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
、む
し
歯
予
防

図
画
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
展
示
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
！

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
♪

●
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人

富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会

富
岡
市
七
日
市
6
4
0
―
1
　

☎
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―
1
7
0
6

　
胃
が
ん
は
50
歳
代
以
降
に
多
く
、急

速
に
進
行
す
る
が
ん
も
あ
り
ま
す
。早

期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。早
期
発
見
の
た
め
に
２
年
に
１

度
、定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者
　50
歳
以
上（
※
）で
、昨
年

度
に
胃
が
ん
検
診（
バ
リ
ウ
ム
ま
た
は

胃
カ
メ
ラ
）を
受
診
し
て
い
な
い
方
※

年
齢
は
令
和
７
年
３
月
31
日
現
在

●
申
込
み
方
法
　保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
ま
た
は
来
所
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。資
格
の
確
認
後
、書
類
を
お
渡
し

し
ま
す
。

●
受
診
方
法
　保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
書

類
を
受
け
取
っ
た
ら
、下
仁
田
厚
生
病

院
に
予
約
の
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
医
療
機
関

下
仁
田
厚
生
病
院

●
検
査
内
容

経
口
ま
た
は
経
鼻
内
視
鏡
検
査

●
申
込
み
開
始
日

令
和
６
年
５
月
13
日（
月
）

●
検
診
実
施
期
間

令
和
６
年
６
月
か
ら
11
月
末
ま
で

●
自
己
負
担
金
　１
，５
０
０
円

●
注
意
事
項

バ
リ
ウ
ム
と
胃
カ
メ
ラ
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
込
み・問
い
合
わ
せ
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健
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）保
健
推

進
係
　
☎
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4
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胃
が
ん
（
胃
カ
メ
ラ
）
検
診
の
ご
案
内

　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
す
べ

て
予
約
制
で
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
役
場
福
祉
係
へ
予
約
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
令
和
６
年
６
月
５
日（
水
）

●
受
付
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
会
場
　
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み
お
か

（
富
岡
市
田
篠
１
３
３
０
）

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科（
身
体
障
害

者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談
、補
装
具

判
定
等
）

●
申
込
期
限
　５
月
28
日（
火
）

●
予
約
先
　福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

　
相
談
会
場
に
は
、身
体
障
害
者
手
帳

と
印
鑑
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場
に

出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、自
宅
訪
問

も
行
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者

巡
回
相
談

～寄生する仕組み～ ～ＱＲコードの説明～
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こ
れ
ま
で
、広
報
紙（
紙
面
学
習

会
）で
は
、数
回
に
わ
た
っ
て
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
生
態
情
報
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、下
仁
田
小
学
校
の
子
供
達

と
は
卵
か
ら
成
虫
ま
で
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生
態
観

察
を
行
い
、大
切
な
こ
と
が
沢
山
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か
っ
て
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ま
し
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。

　
し
か
し
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を
渡
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秘
な

蝶
ア
サ
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マ
ダ
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北
へ
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移
動
の
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さ

れ
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ま
せ
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。こ
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ら
、下
仁
田
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大
好
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供
達
と
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っ

し
ょ
に
解
き
明
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し
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た
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思
っ
て
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ま
す
。そ
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で
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、

「
こ
う
か
も
し
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な
い
？
」と
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謎
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解
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す
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ヒ
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紹
介
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ま
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。

旅
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③
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瞬間を、ご覧ください。
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可哀想に、蛹まで成長したのに、寄生されていたために羽化できません。
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フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は「
自

分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、軽
度

な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る

こ
と
」で
す
。普
段
か
ら
し
っ
か
り
と
体

調
管
理
を
し
て
、体
調
が
良
く
な
い
と

き
は
症
状
に
あ
わ
せ
て
、薬
局
で
薬
剤

師
に
相
談
の
う
え
で
O
T
C
医
薬
品

（
市
販
薬
）を
購
入
し
て
対
処
し
ま
し
ょ

う
。た
だ
し
、普
段
感
じ
た
こ
と
の
な
い

痛
み
や
不
調
、市
販
薬
を
使
用
し
て
も

改
善
し
な
い
場
合
は
、速
や
か
に
医
療
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を
受
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だ
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機
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適
正
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の
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岡
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の
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口
や
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、入
れ
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に
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受
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レ
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！
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人
も
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も
も
無
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で
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で
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ま
す

・
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満
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以
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20
本

以
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使
え
る
歯
が
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い
る
方
に
は

そ
の
場
で
賞
状
と
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念
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贈
ら
れ
ま

す
。歯
に
自
信
が
あ
り
、ま
だ
受
賞
経

験
の
な
い
人
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
他
に
も
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
水
の
試

飲
、ゲ
ー
ム
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チ
ェ
ッ
ク
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康
に

関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
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し
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防
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画
ポ
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タ
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語
の
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示
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ど
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だ
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で
す
！
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け
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い
♪
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富
岡
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科
医
師
会
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岡
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1
　

☎
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胃
が
ん
は
50
歳
代
以
降
に
多
く
、急

速
に
進
行
す
る
が
ん
も
あ
り
ま
す
。早

期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。早
期
発
見
の
た
め
に
２
年
に
１

度
、定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者
　50
歳
以
上（
※
）で
、昨
年

度
に
胃
が
ん
検
診（
バ
リ
ウ
ム
ま
た
は

胃
カ
メ
ラ
）を
受
診
し
て
い
な
い
方
※

年
齢
は
令
和
７
年
３
月
31
日
現
在

●
申
込
み
方
法
　保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
ま
た
は
来
所
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。資
格
の
確
認
後
、書
類
を
お
渡
し

し
ま
す
。

●
受
診
方
法
　保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
書

類
を
受
け
取
っ
た
ら
、下
仁
田
厚
生
病

院
に
予
約
の
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
医
療
機
関

下
仁
田
厚
生
病
院

●
検
査
内
容

経
口
ま
た
は
経
鼻
内
視
鏡
検
査

●
申
込
み
開
始
日

令
和
６
年
５
月
13
日（
月
）

●
検
診
実
施
期
間

令
和
６
年
６
月
か
ら
11
月
末
ま
で

●
自
己
負
担
金
　１
，５
０
０
円

●
注
意
事
項

バ
リ
ウ
ム
と
胃
カ
メ
ラ
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
込
み・問
い
合
わ
せ

保
健
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）保
健
推

進
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

胃
が
ん
（
胃
カ
メ
ラ
）
検
診
の
ご
案
内

　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
す
べ

て
予
約
制
で
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
役
場
福
祉
係
へ
予
約
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
令
和
６
年
６
月
５
日（
水
）

●
受
付
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
会
場
　
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み
お
か

（
富
岡
市
田
篠
１
３
３
０
）

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科（
身
体
障
害

者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談
、補
装
具

判
定
等
）

●
申
込
期
限
　５
月
28
日（
火
）

●
予
約
先
　福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

　
相
談
会
場
に
は
、身
体
障
害
者
手
帳

と
印
鑑
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場
に

出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、自
宅
訪
問

も
行
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者

巡
回
相
談

～寄生する仕組み～ ～ＱＲコードの説明～
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　国が定めた年に1度の健康診断です。自分の体のこと、少し考えてみませんか？

特定健診・がん検診等についてのご案内

●集団健(検)診内容

40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人    
75歳以上の人    
30歳以上39歳以下の人    
40歳以上64歳以下の人    
65歳以上の人    
問診で該当になった50歳以上の希望者    
40歳以上の人    
50歳以上の男性    
30歳以上の未受検者    

40歳及び41歳以上の未受検者    

国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
若年者健康診査

肺がん検診（喀痰細胞診）
大腸がん検診
前立腺がん検診
胃がんリスク検査（ABC検査）

肝炎ウイルス検査

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和7年3月31日現在

9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～10：00
10：00～11：00
13：00～14：00
14:00～15：00
17：00～18：30
9：00～10：00
10：00～11：00
9：00～10：00
10:00～11：00
9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00

対 象 地 区
上小坂・中小坂
下小坂・大平
大坂・東野牧
吉崎・栗山
蒔田
緑ヶ丘
城西
中央

旭町・上町
仲町

東町・川井
下町

【下仁田町全地区】
大東
小川

宮室・上青倉
土谷沢・大桑原・下青倉
西野牧12区・矢川
西野牧9・10・11区
市ノ萱・横間・南野牧

本宿

会　場

青倉社会体育館

時　間

5月8日(水)

5月14日（火）

5月16日（木）

5月21日（火）

5月22日（水）

5月30日（木）

6月2日（日）

■ご案内が届かない方…保健推進員を通じて、対象の方に通知をお配りしていますが、通知がない（受診シール
　　　　　　　　　　　が配付されない）方も受診できますので、保健センターにお問い合わせください。

●持ってくるもの

質問票　※事前に記入下さい

受診料

保険証

検尿容器

受診シール
※台紙からはがさないで下さい

採便容器・大腸がん受診票

国保特定健診

○

無料

○

○

後期高齢者健診

○

無料

×
○

若年者健診

○

1,000円

×
○

その他がん検診等

―

希望検診ごと

×

○

―

○ ○ ○

― ×

×

○
(大腸がん検診希望者)

※ 保健センター駐車場が満車の場合は、こんにゃく体験道場駐車場をご利用ください。

■各種健診通知が不要な方の届出の廃止について
　健康診断の受診率向上に向けて広く周知を行っていくことから廃止いたします。
　通知をとめている方に令和6年度は受診勧奨ハガキを配布します。

下仁田厚生病院で『個別健診』も実施します!～予約申込は保健センターまで～
　町の集団健診で受診できない方や病院で個別に受けたい方は、下仁田厚生病院での個別健診をご利用くださ
い。受診を希望する方は、保健センターにお申込みください。健診実施の調整は下仁田厚生病院からご連絡し
ます。
●予約開始　午前8時30分から☎82－5490にて受付　●予約締切　11月29日(金)
●期　間　6月～12月　※月ごとに予定の人数に達した場合、希望の月を選べないことがあります
●時　間　午後3時から　　●会　場　下仁田厚生病院
●持ち物　受診票のシール・質問票・保険証・受診料
　　　　　※受診票のシール等がない場合は保健センターにご相談ください
●健(検)診内容　上記集団健(検)診内容の項目を受診できます。

期　日

西牧防災研修施設
（旧西中学校）

馬山社会体育館

馬山社会体育館

保健センター※

保健センター※

保健センター※30分ごと

保健センター※30分ごと【下仁田町全地区】

結核検診（レントゲン）

健康健康

40/45/50/55/60/65/70歳の女性
R6のみ41/46/51/56/61/66/71歳の女性も対象骨密度測定

１,０００円 
５００円
無　料
５００円
５００円
５００円
５００円

無　料

無　料

５００円

令和6年度　集団健(検)診実施日程表
■ 混雑を避けるために対象地区を分けていますが、都合の悪い方は、他の日程での受診も可能です。   
■ グレーで塗りつぶされている下仁田町全地区の日程をご希望の場合はご予約をお願いいたします。   
■ 予約は、電話か予約専用フォームのどちらかの方法でしてください。   
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➡【電話】保健センター（平日・8:30～17:00）
　　☎ 0274－82－5490

予約方法1

➡【予約フォーム】

予約方法2



　国が定めた年に1度の健康診断です。自分の体のこと、少し考えてみませんか？

特定健診・がん検診等についてのご案内

●集団健(検)診内容

40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人    
75歳以上の人    
30歳以上39歳以下の人    
40歳以上64歳以下の人    
65歳以上の人    
問診で該当になった50歳以上の希望者    
40歳以上の人    
50歳以上の男性    
30歳以上の未受検者    

40歳及び41歳以上の未受検者    

国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
若年者健康診査

肺がん検診（喀痰細胞診）
大腸がん検診
前立腺がん検診
胃がんリスク検査（ABC検査）

肝炎ウイルス検査

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和7年3月31日現在

9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～10：00
10：00～11：00
13：00～14：00
14:00～15：00
17：00～18：30
9：00～10：00
10：00～11：00
9：00～10：00
10:00～11：00
9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00
9：00～10：00
10:00～11：00
13：00～14：00
14：00～15：00

対 象 地 区
上小坂・中小坂
下小坂・大平
大坂・東野牧
吉崎・栗山
蒔田
緑ヶ丘
城西
中央

旭町・上町
仲町

東町・川井
下町

【下仁田町全地区】
大東
小川

宮室・上青倉
土谷沢・大桑原・下青倉
西野牧12区・矢川
西野牧9・10・11区
市ノ萱・横間・南野牧

本宿

会　場

青倉社会体育館

時　間

5月8日(水)

5月14日（火）

5月16日（木）

5月21日（火）

5月22日（水）

5月30日（木）

6月2日（日）

■ご案内が届かない方…保健推進員を通じて、対象の方に通知をお配りしていますが、通知がない（受診シール
　　　　　　　　　　　が配付されない）方も受診できますので、保健センターにお問い合わせください。

●持ってくるもの

質問票　※事前に記入下さい

受診料

保険証

検尿容器

受診シール
※台紙からはがさないで下さい

採便容器・大腸がん受診票

国保特定健診

○

無料

○

○

後期高齢者健診

○

無料

×
○

若年者健診

○

1,000円

×
○

その他がん検診等

―

希望検診ごと

×

○

―

○ ○ ○

― ×

×

○
(大腸がん検診希望者)

※ 保健センター駐車場が満車の場合は、こんにゃく体験道場駐車場をご利用ください。

■各種健診通知が不要な方の届出の廃止について
　健康診断の受診率向上に向けて広く周知を行っていくことから廃止いたします。
　通知をとめている方に令和6年度は受診勧奨ハガキを配布します。

下仁田厚生病院で『個別健診』も実施します!～予約申込は保健センターまで～
　町の集団健診で受診できない方や病院で個別に受けたい方は、下仁田厚生病院での個別健診をご利用くださ
い。受診を希望する方は、保健センターにお申込みください。健診実施の調整は下仁田厚生病院からご連絡し
ます。
●予約開始　午前8時30分から☎82－5490にて受付　●予約締切　11月29日(金)
●期　間　6月～12月　※月ごとに予定の人数に達した場合、希望の月を選べないことがあります
●時　間　午後3時から　　●会　場　下仁田厚生病院
●持ち物　受診票のシール・質問票・保険証・受診料
　　　　　※受診票のシール等がない場合は保健センターにご相談ください
●健(検)診内容　上記集団健(検)診内容の項目を受診できます。

期　日

西牧防災研修施設
（旧西中学校）

馬山社会体育館

馬山社会体育館

保健センター※

保健センター※

保健センター※30分ごと

保健センター※30分ごと【下仁田町全地区】

結核検診（レントゲン）

健康健康

40/45/50/55/60/65/70歳の女性
R6のみ41/46/51/56/61/66/71歳の女性も対象骨密度測定

１,０００円 
５００円
無　料
５００円
５００円
５００円
５００円

無　料

無　料

５００円

令和6年度　集団健(検)診実施日程表
■ 混雑を避けるために対象地区を分けていますが、都合の悪い方は、他の日程での受診も可能です。   
■ グレーで塗りつぶされている下仁田町全地区の日程をご希望の場合はご予約をお願いいたします。   
■ 予約は、電話か予約専用フォームのどちらかの方法でしてください。   
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➡【電話】保健センター（平日・8:30～17:00）
　　☎ 0274－82－5490

予約方法1

➡【予約フォーム】

予約方法2



約３分間の健康講話が聞けます
月／持病の薬と歯科治療　　　　　火／便に血が混ざったら
水／指しゃぶりって体に悪いの？　木／たこ・魚の目の治療
金／歯の処置後の痛みについて　土日／アトピー性皮膚炎の最新治療法
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆9日（木）　歯科　午後7時半～8時半
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（5月～6月）」

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前8時30分～
　　午後5時

5月9日（木）
6月6日（木）

5月24日（金）

6月28日（金）

6月7日（金）

予約締切日
6月5日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後1時30分～
　　3時30分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和6年2月～3月生まれ

令和5年11月～12月生まれ

令和5年8月～9月生まれ

令和5年3月～4月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後3時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

5月7・14・21・
28日（火）

5月14日（火） 午後1時～3時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後1時～2時
（予約制） 年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門

スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月19日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

みかん’Sカフェを開催しました
　3月 11日（月）に大沢クリニックにて、認知症カフェを開催しました。
　当日は、認知症サポート医である大澤歩先生による
ミニ講座 認知症『突然、怒り出すのは、どうして？』を実施
しました。その後、グループワーク、情報交換を行いまし
た。「とてもわかりやすく、すごく勉強になりました」「来て
良かったです」などの感想をいただき、認知症への理解が
深まるカフェとなりました。
●問い合わせ
福祉課包括支援係（地域包括支援センター）
☎64-8804（直通）

足腰元気に貯筋教室　参加者募集
　長く続いたコロナ禍の外出自粛などの影響で、身体の筋力が低下した方が増えています。
家で暮らし続けられる筋力を保つための運動教室を開催します。
●対象者　65歳以上の町民
●定　員　15人
●会　場　下仁田町公民館 ３階大会議室
●内　容　筋力トレーニング【鬼石モデル初級】、個別プログラム、筋肉量測定等
●日　程　6/6．6/20．7/4．7/18．9/5．10/3．11/7（全て木曜日）・13:30 ～ 15:30
●講　師　リハビリ専門職、柔道整復師、管理栄養士
●申込み期限　5月 30日（木）
●申し込み・問い合わせ先　福祉課包括支援係　☎64-8804

健康健康

31 30下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



約３分間の健康講話が聞けます
月／持病の薬と歯科治療　　　　　火／便に血が混ざったら
水／指しゃぶりって体に悪いの？　木／たこ・魚の目の治療
金／歯の処置後の痛みについて　土日／アトピー性皮膚炎の最新治療法
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆9日（木）　歯科　午後7時半～8時半
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（5月～6月）」

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前8時30分～
　　午後5時

5月9日（木）
6月6日（木）

5月24日（金）

6月28日（金）

6月7日（金）

予約締切日
6月5日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後1時30分～
　　3時30分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和6年2月～3月生まれ

令和5年11月～12月生まれ

令和5年8月～9月生まれ

令和5年3月～4月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後3時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

5月7・14・21・
28日（火）

5月14日（火） 午後1時～3時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後1時～2時
（予約制） 年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門

スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月19日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

みかん’Sカフェを開催しました
　3月 11日（月）に大沢クリニックにて、認知症カフェを開催しました。
　当日は、認知症サポート医である大澤歩先生による
ミニ講座 認知症『突然、怒り出すのは、どうして？』を実施
しました。その後、グループワーク、情報交換を行いまし
た。「とてもわかりやすく、すごく勉強になりました」「来て
良かったです」などの感想をいただき、認知症への理解が
深まるカフェとなりました。
●問い合わせ
福祉課包括支援係（地域包括支援センター）
☎64-8804（直通）

足腰元気に貯筋教室　参加者募集
　長く続いたコロナ禍の外出自粛などの影響で、身体の筋力が低下した方が増えています。
家で暮らし続けられる筋力を保つための運動教室を開催します。
●対象者　65歳以上の町民
●定　員　15人
●会　場　下仁田町公民館 ３階大会議室
●内　容　筋力トレーニング【鬼石モデル初級】、個別プログラム、筋肉量測定等
●日　程　6/6．6/20．7/4．7/18．9/5．10/3．11/7（全て木曜日）・13:30 ～ 15:30
●講　師　リハビリ専門職、柔道整復師、管理栄養士
●申込み期限　5月 30日（木）
●申し込み・問い合わせ先　福祉課包括支援係　☎64-8804

健康健康

31 30下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

市川　瑠唯（優斗・明日花）中小坂
るい

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭
日
も

納
税
が
で
き
ま
す
。日
直
者
が
対
応
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い
よ
う

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お
忘
れ
に
ご

注
意
を
、口
座
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

5
月
25
日（
土
）・5
月
26
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

１０
日（
金
）・20
日（
月
）・２8
日（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ
り
、

順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長（
○
○

課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
月
）・２０
日（
木
）・２７
日（
木
）の
予

定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手
・
は
が
き
・
群

馬
県
証
紙・収
入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い

ま
す
。取
扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
５
月
31
日（
金
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は

5
月
31
日（
金
）で
す
。

切
手・は
が
き・群
馬
県
証
紙・収
入

印
紙
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（俊　明）
（岩瀨米子）
（恵　造）
（　顕　）
（　浩　）
（悦　雄）
（新　一）
（　修　）
（つる子）
（　修　）
（力丸秀明）
（信　雄）
（　敦　）

上青倉
小　川
市ノ萱
旭　町
東　町
南野牧
土谷沢
矢　川
吉　崎
上青倉
中　央
上青倉
川　井

神戸　秀子
小金澤花子
安藤　春二
武藤千寿子
下山　利夫
園部　德重
強矢文　郎
小林　金藏
下山　一美
神戸マス子
星名　シゲ
井森　經作
仁井　敬

3月届出分〈敬称略・順不同〉

人口
　男
　女
世帯

（　27）
（　13）
（　14）
（　 6）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,260人
3,074人
3,186人
3,139世帯

転入  12人/  出生 2人
転出  25人/  死亡 16人

（4月1日現在）

（3月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２4年２０２4年 No817

月月

下仁田町下仁田町

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

大井田薬局 デイサービスセンター福寿くらぶ
☎82-3227 ☎82-2358

デイサービスセンター 福寿くらぶデイサービスセンター 福寿くらぶ

もうすぐ創業１００年　医療と介護で地域の皆様の健康と元気を応援します。

見学、体験いつでも
受付いたします。

全国どこの医療機関の
処方箋も受付できます。有

料
広
告

下仁田町商業協同組合

馬山生活センター完成
～新たな地域拠点で地域コミュニティを強化～

馬山生活センター完成
～新たな地域拠点で地域コミュニティを強化～

下仁田本店　

大井田薬局 下仁田本店大井田薬局 下仁田本店


